
参 考 資 料
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平成28年度潟環境研究所　研究体制

≪組織体制図≫

・大熊　　孝：新潟大学 名誉教授（河川工学）、水の駅「ビュー福島潟」 七代目名誉館長
・吉川　夏樹：新潟大学 農学部 准教授（農業水利・農業土木） 
・志賀　　隆：新潟大学 教育学部 准教授（植物分類・保全生態） 

所　　　長

・井上　信夫：生物多様性保全ネットワーク新潟（魚類）
・太田　和宏：赤塚中学校地域教育コーディネーター（歴史的調査・建物）
・高橋　郁丸：新潟県民俗学会（民俗学）

協力研究員

・水野　利数：潟環境研究所　事務局長
・吉川　巨人：潟環境研究所　主査（係長相当） 
・隅　　杏奈：潟環境研究所　主事（学芸員・民俗）

・小泉　英康：潟環境研究所　事務局次長
・丸山　紗知：潟環境研究所 副主査（学芸員・自然環境）

事務局研究員

・藤井大三郎：都市政策部 田園まちづくりアドバイザー
・中島　正裕：文化創造推進課 主幹
・工藤　勇一：環境政策課 自然保護係 係長　
・小林　博隆：環境政策課 自然保護係 主査　
・阿部　秀人：環境政策課 自然保護係 主査
・野沢　博志：まちづくり推進課 主幹 市街地整備担当
・佐久間洋平：まちづくり推進課 主査 市街地整備担当
・坂井　潤市：公園水辺課 企画係 係長

・西脇　　哲：北区地域課 文化・スポーツ係 係長
・阿部　和博：東区建設課 維持係 係長（主幹）
・伊藤徹太郎：中央区地域課 文化・スポーツ係 係長
・佐藤　瑛子：江南区地域課 文化・スポーツ係 主事
・大野　雅道：秋葉区地域課 地域振興係 係長
・新井田　智：南区地域課 主査（係長相当）企画・地域振興担当
・渡辺　　希：西区地域課 文化・スポーツ係 係長（主幹）
・長倉　　尚：西蒲区地域課 広報・統計係 係長（主幹）

庁内研究員（併任）

・五十嵐初司：じゅんさい池公園を守る会 事務局長
・大谷　一男：黒埼南ふれあい協議会 会長
・加藤　　功：新潟映像制作ボランティア 副代表
・小山　芳寛：NPO法人ネットワーク福島潟 代表
・齋藤　一雄：上堰潟公園を育てる会 代表
・佐藤　　譲：六郷池組合会　会長
・佐藤　安男：水の駅「ビュー福島潟」事務局長
・清野　　誼：北山池公園の自然を愛する会 会長
・髙橋　　剛：内沼自治会 会長
・中島　榮一：潟東樋口記念美術館・潟東歴史民俗資料館 館長

・中村　忠士：じゅんさい池を守る会
・松浦　和美：新潟市南商工振興会 理事
・松原　　将：新潟市土地基盤整備推進協議会 企画部会長
・宮尾　浩史：宮尾農園 代表
・村山　和夫：松浜コミュニティ協議会 地元学部会 部会長
・森　　行人：新潟市歴史博物館（みなとぴあ）学芸員
・山口　浩二：新潟市南商工振興会 副会長　
・山崎　敬雄：岡方地区コミュニティ委員会 会長
・涌井　晴之：佐潟と歩む赤塚の会 代表
・渡辺　重雄：北山池公園の自然を愛する会

外部相談員

所　長

客員研究員
（学識経験者）

協力研究員

事務局研究員

庁内研究員

事務局員

事務局長

「概要」中の表記
協力研究員・研究補助員

事務局員及び
　庁内関係課職員が兼ねる

助
言
・
調
査
協
力
等

外部相談員
（潟で活動する団体や有識者）

（地域の専門家）

　　※　上記で掲載している肩書き・役職等は平成28年度中のものです。
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新潟市潟環境研究所 平成28年度第１回定例会議（概要）

日時：平成28年４月28日（木）午後３時～午後５時15分
場所：新潟市役所本館3階　対策室１

■会議概要
１　報告及び情報提供
　・平成28年度潟環境研究所体制について（潟環境研究所事務局）
　・平成28年度潟に関する主な事業・取り組み予定について（潟環境研究所事務局）
　・平成28年度の定例会議内容について（潟環境研究所事務局）
　・「福島潟一周ウォーク」（５/15開催）について（水の駅「ビュー福島潟」）
　・潟の魅力創造市民活動補助金について（文化創造推進課）
　・市民ハクチョウ調査結果について（環境政策課）
　・特別展「新潟の米作りの歴史を知ろう」について（新潟市歴史博物館）

２　ＤＶＤ『潟の記憶』完成・公開について（潟環境研究所事務局）

３　講義「六郷ノ池について」
 六郷池組合会長／佐藤　　譲
 六郷自治会長／山﨑　孝雄
　 六郷自治会副会長／細貝　正人
【基本情報】
・六郷ノ池は阿賀野川の左岸堤防で、新潟県道17号新潟村松三川線沿いにある。

・ 水面積は約1.6ヘクタール。水の流入は、南側から大きな水路を通じて農業排水が、北側東岸の小さな水路から集
落の排水が流れ込んでいる。また、北側の池尻から池の水が流出している。

・ 池の東西の両岸はコンクリート護岸で整備されているが、南北の浅場には葦が生えている。南側には侵食対策とし
てコンクリートブロックの敷設を行っている。北側では昨年、「六郷堤防浸透対策工事」により堤防からの雨水を
池に落とすための排水口と周辺部の侵食防止用玉石の敷設工事が行われた。

・池の所有に関して、現在は、六郷の住民計11名が池を所有している。

・ 旧土地台帳には明治22年に登記が行われている。旧土地台帳には「鍬下開墾目的畑」という記述があることか
ら、その頃、開墾の許可を得て、個人所有になったと思われる。

・六郷ノ池は、阿賀野川の旧河道である。旧河道と堤防が接するあたりに「切所」という小字がある。

・ 昔は「ひょうたん池」と呼ばれていたという。明治44年の地図をみると、ひょうたんを思わせるような池のかた
ちがわかる。

【池の変遷】
・ 第一期阿賀野川改修工事の契機となった、大正２年の大洪水で旧河道に濁流が流れ込み、周囲が削られて今のよう
な形状になったと推測できるが、定かではない。

・ 大正４年から始まって昭和８年に竣工した第一期阿賀野川改修工事で築堤が行われ、堤防側の北側の一部が埋め立
てられた。六郷は微高地だったこともあり、川側には堤防がなかったが、この工事で堤防ができた。

・ 昭和11年頃に六郷開田耕地整理組合が創設され、六郷の畑や桑畑の土を池に運搬して埋め立てが行われ、周辺に
水田が造成された。

・ 昭和57年頃から、「農村総合整備モデル事業」の一環として、水路整備、護岸整備、公園の整備が行われ、駐車場
や東屋ができた。平成５年には堤防からカントリーエレベーターへの道路が整備され、池尻が少し埋め立てられた。

・両新地区圃場整備事業が始まった平成14年まで農業用水として利用された。



140

【昔の六郷ノ池の様子】
・ 昭和36年頃までは、年に２回、五泉市高山の漁師たちに池に来てもらって漁を行っていた。池でとれるフナ、コ
イ、ライギョは貴重なタンパク源だった。漁獲の半分は網元が、残りの半分を池主の11名で分け合っていた。

・ヒシが生えていたが採集して販売するなどはしていなかった。近所の人が採って食べていた程度。

【現在の池の管理について】
・ 池の管理は池組合の11名で行っている。主に、池周辺の草刈、ゴミ拾い、側溝の泥上げなどを年に５、６回おこ
ない環境整備につとめている。

・ ヘラブナが釣れることから、池には多くの愛好家が訪れている。昭和40年頃から「新津へら鮒釣研究会」による
放流を認めるようになった。昭和53年には放流及び漁獲の権限を与える契約書を交わしている。

【課題】
・ 夏場にはオオマリコケムシと思われる寒天質の球体が見られるようになった。イカリムシが寄生したためなのか魚
に赤い斑点ができたり、酸欠のためか魚が死んで浮き上がるといったことも発生している。

・現在では、用水がほとんど入らなくなった。そのため、水質の悪化を懸念している。

新潟市潟環境研究所 平成28年度第２回定例会議（概要）

　第２回定例会議では、「潟」を地域の宝として守る取り組みの事例を知り、潟を含む地域の現状と課題を共有するこ
とを目的に、潟の現地視察や周辺の文化的・歴史的な施設(神社、博物館)の見学を行いました。

日時：平成28年５月26日（木）午前９時～午後５時15分
場所： 山の下閘門排水機場・十二潟・高森稲荷神社（大ケヤキ）・北区郷土博物館・内沼潟・内沼神社（時計塔）・山

サンベ・浜サンベ・松浜の池　

【山の下閘門排水機場】
　昭和42（1967）年に完成した山の下閘門排水機場は、通船川・栗ノ木川の水面を下げ、信濃川からの水が流れ込
まないようにする役割を持っています。通船川の水面の高さは、信濃川より約２メートル低くなっており、閘門は船
が通船川と信濃川を行き来できるようにする施設です。

【十二潟】
　山崎敬雄さん（潟環境研究所外部相談員／岡方コミュニティ委員会 会長）から十二潟の概要と岡方コミュニティ
委員会の十二潟での取り組みについて説明を受けました。
　「潟は昭和35年頃までは、泳いだり、ヒシ採りをしたり、魚釣りをしたりして子どもの遊び場だったが、昭和の終
わり頃からごみの不法投棄が進んだ。岡方地区コミュニティ委員会が不法投棄対策として一斉清掃に取り組むように
なった」とのこと。
　現在は、岡方第一小学校の児童と自然観察会を行っています。

【北区郷土博物館】
　北区郷土博物館は福島潟を中心とした低湿地帯での暮らしで使われた舟や漁具、農具などの民具をはじめとする民
俗資料が展示され、当時の様子を知ることができます。

【内沼潟】
　髙橋　剛さん（潟環境研究所外部相談員／内沼自治会 会長）から内沼潟の概要と内沼潟共有者の会がゴミの不法
投棄の防止と潟の公園化などを目指して立ち上げられた経緯などの説明を受けました。また、長谷川文夫さん（内沼
潟共有者会 会長）からは、「子どものときは、内沼潟で蓮根堀りやライギョ釣りをしていた。内沼潟をいまの子ども
たちに残していきたい」といった話を聞かせていただきました。
　内沼集落には内沼神社があり、内沼潟の開発が1730年頃はじまったことを示す、「綿向神社勧請石柱（わたむき
じんじゃかんじょうせきちゅう）」が保存されています。
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【松浜の池】
　木村廣衛さん（松浜コミュニティ協議会地元学部会 副部長）から松浜の池の説明を受けました。「地元の人はもと
もと、松浜の池にあまり関心がなかった。オオモノサシトンボやオオセスジトンボなどの希少なトンボ類が生息して
いることがわかり、池を守っていこうということになった」とのこと。松浜小学校の３年生が毎年１回、自然観察会
を行っています。
   

昭和2（1927）年3月、長浦村青年会内沼支部
競技会優勝を記念して、青年会内沼支部が建設
した時計塔。

山の下閘門の扉が開き中に水が流れ込んでくる。

十二潟の観察デッキ付近。

内沼潟の端を歩いてみました。

当時の様子を再現しようと、新しく整備された
時計塔の前に集合。

貯木場へ向かう筏（いかだ）が閘門を通過する。

北区郷土博物館学芸員より説明を受けました。

松浜の池で木村さん（中央）から説明を受けました。
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新潟市潟環境研究所 平成28年度第３回定例会議（概要）　

日時：平成28年７月28日（木）
場所：新潟市役所第１分館１階101会議室

■会議概要
１　報告及び情報提供
・砂丘講座のお知らせ（太田和宏／潟環境研究所研究補助員）
・潟めぐりスタンプラリーについて（文化創造推進課）
・潟環境研究所刊行物について（潟環境研究所事務局）
・アンケート実施について（潟環境研究所事務局）

２　（仮称）潟環境研究所活動報告書に関する意見交換
【説明要旨】
・報告書に掲載する提言に関しての考え方について　
・意見交換テーマについて（今回は主にラムサール条約湿地登録について）
・ラムサール条約湿地登録に関する基礎知識などについて

【所長説明】
■提言方針について
・ 今まで新潟の潟を語るときは、常に「水との闘い」という言葉が先行していたが、水を敵としないで、共生してい
く方向を考えたいと思っている。そこで、潟環境研究所では設立当初から、「潟」を単なる自然ではなく、人と共
生してきた「里潟」という認識のもと研究・調査し、潟と人とのよりよい関係を探求してきた。潟環境研究所が設
立してから今年で３年目となるため、今までの調査・研究成果をまとめ、潟環境研究所として提言を出したいと考
えている。そのため、この３年間で、関係者と積み重ねてきたものを参考に、ラムサール条約湿地登録、「潟と
人」をテーマにした中核施設、市内の各潟の問題点について数回にわたり意見交換したい。

・ ラムサール条約の基盤となる考え方の一つに「ワイズユース（賢明な利用）」という概念がある。ワイズユース
は、湿地の生態系を維持しつつそこから得られる恵みを持続的に活用するという考え方である。この考え方はまさ
に里潟であり、新潟市はこのラムサール条約の精神を体現し、都市と湿地の融合した「ラムサール（条約）都市」
と表現できる。

・ 80万人都市でありながら、潟が残り、そこにハクチョウやヒシクイが来て、周辺の水田で餌をとっているという
現状そのものがラムサール都市といっても良いと思う。そのようなことをもっと世界に発信していくことが必要と
いったところも一つの柱として提言にまとめていきたいと考えている。

■ラムサール条約湿地登録に関して
・ ラムサール条約に登録されると、治水工事などができないのではないかという印象があるが、治水工事で堤防を作
ることに、ほとんど障害はない。基本的に湿地が保全されていればよいということであり、堤防を作ることも可能
である。琵琶湖の場合は1993年に登録されたが、その後、1998年になぎさテラスが埋め立てられて、階段護岸な
どが作られている。特別鳥獣保護区に指定されなければいけないのではないかという意見もある。

・ 利根川の重要な施設である渡良瀬遊水地もラムサール条約登録湿地になっているが、これは河川法のもとで湿地が
確実に保全されているということから登録されている。京都の円山川も、コウノトリが飛んでくるということでラ
ムサール登録されたが、河川区域であり、河川法で保全されている。

・ 福島潟、鳥屋野潟は１級水系にあるが、県が管理している。重要な治水施設であり、水面が将来にわたって埋め立
てられたりすることはありえない。河川法により確実に保全されていくので、特別鳥獣保護区にしなくても、利根
川水系の渡良瀬遊水地のように登録される可能性はある。鳥屋野潟も福島潟も国際的な条件はすでに備えているの
で、基本的に登録に関して障害はない。

【外部相談員からの主な意見】
・ このような話の場合、もうやることが決まっており、そこに向けて市民の合意形成をはかるという出来レースのような
やり方だと、反発が来る可能性もある。来年に国内候補地として確定させたいのであれば、その前に、登録をするとこ
うなる、このように良いことがあるということを、あらゆる形で地域住民に知らせておくことがとても重要である。
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・ 行政側の考え方と、住民の考え方が合わないことを懸念する。行政サイドは「住民の皆さんにとってもこれは良い
ことではないでしょうか」という感覚の行政の視点が強く入る。でも住民にとって大切なのは「自分たちにとって
はどうなのか」ということ。地域に入れば入るほど、その考え方は出てくると思う。それは、一面では、過去に、
いろいろな面で言葉に惑わされてきた歴史を持っている、ということが根底にある。住民サイドでの感覚を大事に
して、いかに行政が、ラムサールというものを受け入れやすくする具体的な手法について、知恵を出していけるか
が大切ではないかと思う。

・ 北区役所の建設の関係は答申が出て決定をしたが、賛否両論があった。行政主導で民意を無視してやっていると住民
が思いかねない部分がないように、行政から発信する前に、地元住民に対して合意形成をしていった方が良いと思う。

・ 福島潟について、旧豊栄市時代から、いろいろな経緯があったと思う。自治協で検討しているということだが、い
ろんな関係者と話をしながらも、誰かが旗印になって進めないと物事が進まないと感じる。

○大熊所長より
　仙北平野の伊豆沼がラムサール条約に登録されて、20年後に蕪栗沼が、その３年後に化女沼が登録され、「仙北平
野ラムサールトライアングル」という言葉で、今、大いに宣伝されている。
　新潟の場合は、1996年に、佐潟が先進的に国内で10番目に登録されていながら、20年経って、今この段階でまだ
次の手が打てていないのが仙北平野と比較すると残念に感じている。
　鳥屋野潟も一緒になれば、福島潟、鳥屋野潟、佐潟、瓢湖で「ラムサールカルテット」になる。80万人の人口を
抱えている都市で、常時これだけのハクチョウやヒシクイが来ている都市は世界の中でもほかになく、ラムサール
（条約）都市宣言が出されれば、新潟市の国際的知名度が上がるだろうと思う。
　そのような中で2020年のオリンピックにあわせて大いに発信をしておけば、多くの方が新潟に来てくれるのでは
ないか、そういう意味でメリットはかなり大きいだろうと考えている。

新潟市潟環境研究所 平成28年度第４回定例会議（概要）　

日時：平成28年９月29日（木）
場所：新潟市役所本館３階　対策室１

■会議概要
１　報告及び情報提供
・「中原邸公開」と「赤塚地域の魅力とお宝展」について（太田和宏／潟環境研究所研究補助員）
・内沼潟調査報告（髙橋　剛／潟環境研究所外部相談員）
・鳥屋野潟公園開園30周年感謝祭について（新潟市南商工振興会）
・佐潟20ラムサールフェスについて（環境政策課）
・ラムサールシンポジウム2016 in 中海・宍道湖への参加報告（潟環境研究所事務局）

２　（仮称）潟環境研究所活動報告書に関する意見交換について
【説明要旨】
○市民アンケート調査結果について説明
○前回に引き続き報告書に掲載する提言に関しての考え方について説明

（「ラムサール条約都市・新潟」の可能性などについて）

【市民アンケートの結果概要】
　１）現在の潟との関わり
①潟のイメージ
　・新潟市内の水辺（海・川・潟や湖沼）に親しみを感じる人は全体の85％。
　・潟のイメージ上位３位は「景観が良い」、「動植物が豊か」、「安らぎや憩いの場」。
②潟との直接的な関わり
　・潟があることを知っている人は97％。潟に訪れたことがある人は96％。
　・ 知っている潟、訪れたことがある潟の上位５位は、いずれも「鳥屋野潟」、「福島潟」、「佐潟」、「じゅんさい

池」、「上堰潟」の順。
　・潟に訪れる目的は、「散歩」（77％）、「花見」（72％）が多い。
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③潟との間接的な関わり
　・潟に関して知ることができる博物館等を利用したことがある人
　 　△ ビュー福島潟54.1%、みなとぴあ37.0%
　 　▼「北区郷土資料館」、「江南区郷土資料館」、「潟東歴史民俗資料館」は10％以下。

　 2）潟に関する保全意識や整備について
①潟をより快適な親水空間とするために
　・必要な整備の上位３位は「遊歩道」、「多目的トイレ」、「無料休憩施設」。
　・必要な対策の上位３位は「ごみの不法投棄対策」、「トイレ不足の解消」、「駐車場台数の拡大」。
②潟の環境保全活動について
　・活動に参加したい人は64％。１年間で負担してもよい金額は平均900円程度。
③ラムサール条約について
　・「ラムサール条約」という言葉を知っている人は83％。
　・「ワイズユース」という言葉を知っている人は19.5％。
　・佐潟が登録されていることを知っている人は50％。
　・福島潟や鳥屋野潟のラムサール登録を進めてほしい人は82％。
④潟に関する調査研究や情報提供について
　・「潟環境研究所」の活動に対する評価は、「大変よい」46％、「どちらかといえば良い」40％。
　・潟に関する博物館の整備については、検討してほしい人が47％である。

【所長説明】
■「ラムサール条約都市・新潟」の可能性などについて
・ 平成28年９月16日に福島潟のラムサール条約登録について北区の自治協議会から市に要請があった。それで2018
年のラムサール条約登録に向けた取り組みを着実に進めていくようにとの要請で、新聞では市長も登録推進に前向
きな姿勢を示したと報道された。

・ 佐潟で昨年と一昨年、ヘドロをとる浚渫船を入れた。ラムサール条約に登録されたら、こんなことはできないと想
像するかもしれないが、実際は浚渫船を入れることもできる。鳥屋野潟はこれから築堤が始まるが、ラムサール条
約登録されても築堤には障害はないと考える。

・ もう一度鳥屋野潟と人との関係をどう作り直していくべきかということで、様々なことが試みられている。３年目
の鳥屋野潟環境舟運では、車いすカヌーというのが新潟県で初めて登場した。誰もが水辺に近づいて、そこで活動
ができるという展開の１つの象徴である。

　 　また、鳥屋野潟漁業組合の協力のもと、鳥屋野潟の魚をレストランで出したことはすごい発想。ワイズユースの
１つの形の表れである。

・ 教育の分野も様々な形で潟との関係が出てきている。清五郎開拓八人衆の像が水と土の芸術祭で作られ、現在、教
科書に載っている。地域がかかわりながら維持管理してきているから、存在し続けている。佐潟でも、ラムサール
条約登録後の20年間は、教育面で非常にメリットがあった。

・ あえてラムサール条約都市といったようなことを言っているのは、世界的な認知を得るということが、ものすごく
重要なことになっていると思うからである。海外では、ラムサール条約が世界遺産と同じぐらいに高い評価を得て
いて、登録されることが重要だという認識があるが、日本は比較的評価が低い。そのあたりをもう一度認識を新た
にする必要がある。

・ 鳥屋野潟、福島潟、佐潟などには毎年シベリアなどからハクチョウが新潟に帰ってきてくれているが、飛来数が横
ばいから少し上向き加減であることは、越後平野の環境の良さを象徴している。

　 　越後平野を全部俯瞰して、自然度が世界的に見てかなり高いレベルに存在していると思う。トータルで見たとき
には、これだけハクチョウやオオヒシクイが帰って来て、冬を過ごしてくれている、そういう環境がある都市だと
いうことを世界に発信することによって、日本への評価がいろいろな意味で変わってくるのではないか。つまり新
潟に対する評価も変わってくる。ラムサール条約登録というのは、非常に重要なことだと考えている。

【外部相談員からの主な意見】
・ 潟の現状と課題を考えるにあたり、市民アンケートでは、快適な親水空間をするための整備や対策についてとある
が、その快適ということは、人間だけ都合がいい形ではなく、自然との共生のバランスが取れるよう、生き物たち
にとっても、私たち人間にとっても良い環境づくりをしていくという視点でとらえてほしい。

・ 十二潟は大部分が民有地。今の湖面以外は、前例から言うと資材置き場などとして埋め立てられた。農地と違い沼
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地には、規制がないので、すぐ埋め立てることが可能である。今後、無くならないとも限らないので、行政も含
め、残していくための方策について知恵を絞れないだろうか。

・ 海外に比べ日本では、まだ、ラムサール条約湿地登録に対する評価が低いようだが、海外でラムサール条約湿地に
登録されたことを活用して、地域のイメージアップや、プランニングに役立てているという事例などが見えてくる
と、私たちもイメージしやすいし、何かこうすれば良いのだなということが分かると、ラムサール条約登録には前
向きに、いろいろな人を誘いながら進んでいけるのではないか。

 新潟市潟環境研究所 平成28年度第５回定例会議（概要）

日時：平成28年11月24日（木）
場所：新潟市役所本館３階　対策室１

■会議概要
１　報告及び情報提供
・『水辺シンポジウム2016～再生から川まちづくり＆潟ライフブランドへ～』について（NPO法人新潟水辺の会）
・『「水利が拓く 実りの明日へ」連続講座 第３回～水利の歴史と新潟農業の今～』について
 （藤井大三郎　まちづくり田園アドバイザー）　
・潟めぐりスタンプラリーの応募状況などについて（文化創造推進課）
・新潟市の鳥「ハクチョウ」と潟エコツアーの開催について（環境政策課）
・松浜の池と内沼潟の映像紹介（加藤　功／潟環境研究所外部相談員）

２　講義　
　　新潟の妖怪 （高橋郁丸／潟環境研究所協力研究員）
・ 妖怪研究の父・越後出身の井上円了の唱えた「妖怪」は実在する「実怪」と実在しない「虚怪」にわかれ、「実
怪」の中でも科学的に説明のつかない「真怪」がある。これを解明することが必要である。

・新潟市内には低湿地帯の妖怪が非常に多い。

・ 水、川や潟の周りには非常に不思議な話がたくさんある。それだけ被害に遭われた方がたくさんいて、それをなく
すために妖怪を鎮めたり仏様に祈ったりして鎮めていったという歴史があるのではないか。

　【水と土　低湿地との闘い～自然の脅威が妖怪であった～】
　○北越奇談
・ 1812年刊。橘崑崙著。水にまつわる不思議な話が多くでてくる。北越奇談の挿絵がすべて葛飾北斎の挿絵。（一部
筆者・崑崙の絵もあり）。

・ 「北越は水国なり」「地沢（ちたく）星のごとく、なかんずく湛水（たんすい）の大なるもの鎧潟と名づく」「誠に
北越は天下無双の水国たるべししかるがゆへに龍蛇（りゅうだ）の化無量にして、海より出て山に入り、山より来
たって湖水に入る。水を巻き雲を起こし、不時（ふじ）の風雨をなすこと年ごとに人の見る所なり」という文章か
らはじまる。

・「闘竜」、「巻水」など、龍が起こしたのではないかと思われる不思議な話がでてくる。

　○慈光寺の大蛇と白山神社の蛇松明神社（新潟市中央区）
・ 五泉市の慈光寺の大蛇と白山神社にまつられる蛇とはつながりがある。慈光寺の住職が山を荒らした大蛇を追い出
したところ、大蛇は能代川から小阿賀野川に入って信濃川を日本海側に逃げ、その途中で溺れた。その大蛇を白山
神社の神主が神社の裏にまつったという話。

　○本住寺の蛇頭さま（新潟市秋葉区横川浜）
・ 元和６（1620）年  肝煎長沢惣右衛門が新発田藩主二代目溝口宣勝に横川浜界隈開拓を願い出てお許しを頂き、開
発着手。長沢は横川浜の鎌倉潟に住むと思われる主に、潟を明け渡すように願った。法要では主と思われる大蛇の
頭骸骨を御開帳する。蛇頭法要は11月７日の宗祖御会式時に行われる。
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　○河童の膏薬「アイス」と「河童祭り」
・ 猫山宮尾病院（中央区）では、悪さをする河童を捕え、許した礼に授けられたアイスという湿布薬があった。ま
た、西蒲区針ヶ曽根では許した河童が悪さをしなくなったため、感謝のために河童祭りをしている。

　○王瀬長者と鮭のオオスケコスケ
・ 中央区沼垂から東区のあたりにあったという王瀬長者と、鮭の精霊オオスケコスケの伝説。オオスケコスケが川を
遡上する時には川に近づいてはいけなかった。

【水と土～人間同士の争い～】　
首が飛ぶ伝説としては、「田辺小兵衛」、「高橋源助」、「黒鳥兵衛」、「酒呑童子」がある。

　○馬堀の首塚と首祭り
　馬堀の名主であった田辺小兵衛は、水害や日照りに悩む農民のため、長岡藩に直訴して西川から馬堀まで水路を引
いたが、細工をされて通水しなかったため、約束によって首をはねられた。しかし、はねられた首が細工の板をくわ
えて無事に水を通水させたという逸話がある。罪人扱いとなった小兵衛は墓を作ることも許されなかったが、百年後
に村人が三根山藩に願い出て墓を作った。それ以降、小兵衛の法要「首祭り」が続いている。

　○西蒲区曽根の「お仙地蔵」
　西川が破堤したときにお仙という少女が自ら人柱になると言って川に飛び込むと、破堤が止まったという。お仙地
蔵はよだれかけではなく、着物が着せられている。水の中に入り寒かっただろうということで、着物の前が足元まで
しっかり留められているのかもしれない。

３ （仮称）潟環境研究所活動報告書に関する意見交換について 
【説明要旨】
○報告書の構成案について説明
○提言の骨子案の確認

【外部相談員からの主な意見】
・将来的には水田地帯も含めたラムサール条約の登録を目指すという話が出てきても良い。

・ なぜ新潟がアイデンティティとして「潟」にこだわっているのかについて、歴史的な背景を踏まえて説明した方がいい。

・ 「ラムサール条約に登録されると治水等の障害になるのではないか」という誤解を解き、そのイメージを払拭しな
いとならない。

・ 区役所などで展示スペースを設けて、博物館に貯蔵されている資料を展示し、来庁者に見てもらえれば、地域の文
化への理解や新潟の文化の発信につながる。

・ 鳥屋野潟はずいぶん変わりつつある。将来的に鳥屋野潟のラムサール登録を目指すということはよい。しかし、今
の鳥屋野潟の整備がしっかりと終わった後で、ラムサール条約登録がついてくればよいとも考える。地域がしっか
りと理解した上で進めるべき。

・ 福島潟のラムサール登録については、新潟市だけで進めて盛り上げるのではなく、新潟市と新発田市が一緒にでき
るような取り組みを考えてみるなど、連携を図るべき。

・ 「どこかの潟で舟に乗ることができ、水辺からの景観が味わえる」といった、水辺空間での楽しみは、一つの売り
になる。潟に近づくための親水空間づくりの一つとして検討してほしい。

・ 現在の潟の自然は、外来の動植物が主人公になっているところが多く、自然の質が低下している。外来生物対策や
生き物の生活空間づくりについての視点も重要。

・ 経済的な価値だけが重要ではないはず。経済的な価値を生み出すことだけで、果たして地域が活性化することにつ
ながるのだろうかという思いがある。

・ 大規模な開発、大きな作用圧が潟に加えられる以前の時代は、潟と人がお互いに利益を享受し合う関係で、いい関
係だった。この潟と人との関係を、環境や景観、施設の整備をしていく中で、これからの人たちにもわかる形、目
に見えるような形で表現できればいい。

・ じゅんさい池公園は、子どもにとって非常に怖い所だというイメージになっている。経済性や人寄せばかりを考え
たイベントや整備は、子どもにとって安全・安心なものになるとは限らない。子どもたちも気軽に行けるような空
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間にしていってほしい。

・ 宮城県大崎市の事例で、子どもたちを相手にした月１回の観察会とか色々な体験プログラムがあり、市内に環境団
体が沢山ある。それを行政側がマネージメントして、運営にも参加してもらっている。そういう視点も取り入れて
もらいたい。

 新潟市潟環境研究所 平成28年度第６回定例会議（概要）

日時：平成29年１月26日（木）
場所：新潟市役所本館３階　対策室１

■会議概要
１　報告及び情報提供
　・とやの潟ウインターキッチン2017（新潟市南商工振興会）

２　講義　
　３年間の調査・研究活動の総括　（井上信夫 協力研究員・太田和宏 協力研究員）

【井上信夫 協力研究員】

　○平成26年度「越後平野の魚類相全体について」

・ これまで確認された淡水魚の生活地、原産地を区分して、干拓で消滅した鎧潟を含む代表的な６湖沼の魚類相を調
査した。

・ 潟の調査、基礎資料を含めて調べた中では、67種の魚類が確認された。純淡水魚が41種類（63％）そのうち22種
はもともと新潟にいなかった移入種。在来の純淡水魚19種のうち11種は市のレッドリストに掲載されている絶滅
危惧種および準絶滅危惧であった。

　○平成27年度は上堰潟の魚の調査

・ 定置網、刺網、サデ網、タモ網、カメトラップなどの漁具を用いて捕獲調査を行った結果、17種が確認できた。
外来魚が多く、種類数では59％、捕獲数では76％を占めた。

・ 外来魚のブルーギル稚魚が多数確認されたほか、大型のオオクチバスも捕獲された。オオマリコケムシという寒天
質の塊のような大きな群体が目を引いた。

　○平成28年度はじゅんさい池の歴史と現状

・ じゅんさい池は貴重な砂丘湖。周辺の宅地開発や都市公園化などによって、半世紀ほどの間に環境が大きく変わっ
ている。特にこの10年ほどの間に、たくさんの飼育ゴイや外来カメ類などが持ち込まれ、生物相は激変した。近
年、新潟市内の湖沼群の中で、自然環境や生物相が一番変貌したのがじゅんさい池であると思われる。

・ 2004年９月の調査では、西池の水面はほぼ全面がジュンサイの葉で被われ、その間から希少種のタヌキモの花茎
が伸び、水面が黄色く見えた。このような風景は、最近では全く見られなくなった。同じく絶滅危惧種のサンショ
ウモも、この数年後にほとんど見られなくなった。

・ 2015年の西池の調査では、2003年には全く見られなかった黒ゴイや錦鯉が群泳していた。在来水生植物減少との
因果関係が疑われる。

・越後平野の湖沼では意図的な放流やペットの遺棄、逸出によって、水面下で外来生物に置き換わっている。

・ 今後の活動予定としては、ブルーリスト（外来種リスト）を作って、その中でランク分けをしてみようと思う。
待ったなしに駆除しなければならないものから、注意を要するもの、人の暮らしや生態系に特に悪影響を及ぼさな
いものまで様々いる。そして、それを市民にアピールしていく必要があると思う。かわいければいい、きれいなら
いいという感覚は考え直す必要がある。

・ もう一つのテーマとしては、漁労文化の記録をしたい。郷土史や民俗の立場からもたくさん記録されているが、自
然科学の立場で見てみたいと思っている。以前も聞き取り調査を行ったことがあるが、漁業者の方々から情報を頂
き、もう一度取りまとめたいと思う。
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【太田和宏　協力研究員】

　○平成26年度「新潟市西区に関する潟と人の共存（里潟）について」

・ 昔の絵図や明治時代の地図を中心に、現在の地図とかつて西区にあった潟の大体の位置関係を示した地図を作っ
た。地域のイベント等で展示し、西区の住民に見てもらう機会を作った。

・佐潟の利用方法について、地域に残る史料『官有沼地ニ関スル綴』などや聞き取りをもとに明らかにした。

　○平成27年度「『山当て』による潟とその周辺集落の“鎮め”について」

・ 福島潟、鳥屋野潟、佐潟、上堰潟周辺の集落と潟が、風水上どのように関係しているのか、「山当て」と呼ばれる
手法を用いて調べた。潟周辺の集落に点在する社寺が意図的に配置され、潟を鎮めることに用いられた。

・ 日本人独自の風水思想ということで山当てというものが生み出された。特に日本の場合は神社とお寺を計画的に配
置してそこに道路を引くとか、集落を作るという方法を使っている。

・ 神社と神社を結ぶ直線で街道の直線とか道路を決めているのが江戸時代の都市（及び集落）計画の基本。そのよう
な視点から見ると、まさに赤塚から松野尾地区の街道も含め、旧北国街道は全て山当ての線に基づいて道路が引か
れている。

　○平成28年度「赤塚地域における地域教育～潟を活かした地域教育の事例として～」

・西区赤塚中学校で地域教育コーディネーターをつとめ、佐潟を中心に総合学習に潟をとりいれた活動をしている。

・ 地域住民の“学びの拠点づくり”活動を紹介し、地域住民自身による地域教育の重要性について考察した。生徒た
ちも地域住民も何気なく暮らしているところに砂丘や潟、歴史、文化、食、人材といった魅力や資源がある。それ
らを再認識するうえで、地域教育は大事なのではないか。

３ （仮称）潟環境研究所活動報告書に関する意見交換について 
【説明要旨】
○大学生へのアンケート調査結果について
○提言の素案についての意見交換
○具体的取り組み案についての意見交換

【提言素案についての主な意見】
・めざす姿として「ラムサール条約都市」を掲げるなら、「ラムサール条約とは何か」についても解説が必要。

・潟に関わる生き物の視点を盛り込んで欲しい。少なくとも現状の把握と課題についてはおさえてほしい。

・「潟の生物多様性を守る」、「自然環境を復元する」ということを明記してもよいのではないか。

・ 民俗分野からみると潟と人との関わりは連綿と続いているというよりは、劇的に変化しているというほうがあたっ
ている。潟と人との関わりは変化するものだということも踏まえて、何をどう「守る」のか考えなければならない。

 新潟市潟環境研究所 平成28年度第７回定例会議（概要）

日時：平成29年３月23日（木）
場所：新潟市役所本館３階　対策室１

■会議概要
１　報告及び情報提供
・「潟環境研究所ニュースレター第６号」について（事務局）
・「平成29年度潟に関する主な事業・取り組み」について（事務局）
・「潟環境研究所活動報告書 ─ 潟と人との未来へのメッセージ ─」完成について（事務局）

２　講義　
　３年間の調査・研究活動の総括　（志賀　隆 客員研究員）
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【新潟市域湖沼の水生植物相とその復元の可能性】
　○水生植物（水草）について
・ 日本には40科249種（種のみ）の水生植物が生育している。日本の維管束植物の約４％が水草。世界では約１～
２%。このことから、日本には豊富な水草が生育しているといえる。

・ 水草の約26%（78種）が絶滅危惧種。水草は生活水域に生息し、水質の悪化に敏感である。そのため改修工事で
取り除かれ、排水が流れ込むと消失してしまう。農作業方法の変化も生息に大きく影響を及ぼしている。

　○平成26年度「掘削地の植物調査と土壌撒きだし試験による福島潟の埋土種子集団の解明」
・ 水生・湿性植物の植生帯の埋土種子を用いた植生復元の可能性を探るために、福島潟に造成された掘削池の植物相
の調査を行った。それとともに福島潟の土壌を採集し、そのなかにどのようなものがいるのかを調べるために撒き
だし試験を行った。

・ 掘削池では148種の維管束植物の生育が確認された。また、撒きだし試験の結果では、約30種1,400個体の発芽が
見られた。

・ 掘削したところは潟本体から比べてすごく範囲は狭いが、潟内と同等の水草の多様性があり、潟内では失われたよ
うな水生植物がそこで再生していることが分かった。

・ １年目の結論は、失われた水草たちを水辺に呼び戻すことは、撒きだし方の工夫などで十分できるのではないかと
いうことだった。ただし、復元された植生は、放っておくとヨシまみれになり、陸地化が進む。昔はいろいろなか
く乱があったが、そういうメカニズムがないと復元した植生を維持するのは難しいため、維持に関しては別に考え
ていく必要があるのではないか。

 　○平成27年度「鎧潟干拓地の水生植物相と埋土集団の構成」
・鎧潟干拓地を調査地として、植物相調査と埋土種子構成種を把握するための土壌採集をおこなった。

・ 鎧潟干拓地で確認できた水生植物は水田で９種、水路で23種。干拓前の1946年～1967年に確認された水生植物
は72種で、今回の調査で確認されたのは16種であり、大幅に減少。

・ 浮葉植物のヒツジクサ、ヒシのグループが極端に減っている。このことから止水環境が鎧潟周辺からはなくなって
しまったということがわかる。

・ 鎧潟の植生を回復させたいと思えば、表層の20センチとかではなくてより深いところの土をうまく撒きだすと、
鎧潟に昔いたものが出てくるかもしれない。ただ、数はとても少ないので詳細に調査する必要もあるし、もともと
自生していた水生植物の生存種子は限られているから、大規模に撒き出すとかそういうことを考えないといけない
のかなという状態。

　○平成28年度「新潟市域の小規模湖沼における水生・湿性植物相と水生植物の簡易採集法の評価」
・新潟市域の小規模湖沼の植物調査は、大規模湖沼に比べ不十分。

・ 新潟市内の11の小規模湖沼の水生・湿性植物相を調査した。結果は、水生植物は47種、湿性植物は75種確認された。

・水生植物と湿性植物の種数は13～42種と小規模湖沼は数が少ない。絶滅が危惧される種類は13種くらい。

・ 見方を変えて、小規模湖沼をまとめてその他の大規模湖沼と比較してみると、小規模湖沼にしかいない植物も16
種いる。鳥屋野潟と佐潟よりも多いことになる。

・ 小規模湖沼も新潟市域の水辺の植物の生育する環境として非常に重要であり、小規模湖沼は水生植物の多様性の維
持に貢献している。

・ 新潟には外来種が意外に少ないのが特徴だが、スイレンとコカナダモが一部で増えている水域があり、早めに対応
したほうがよい。

　○まとめ
・新潟市域の「水辺のにぎわい」はかなり失われている。
・埋土種子を用いて植生を復元できる可能性がある。
・小規模湖沼も大規模湖沼に劣らず重要である。
・水路が「潟にいた生きもの」の逃避地になっているかもしれない。
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考
古

学
上
の
調
査
活
動
の
進
展
に
伴
い
越
後
平
野
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、紫
雲
寺
潟（
塩
津
潟
）の
青
田
遺
跡（
縄
文
時
代
晩
期
）も
そ
の
例
で
あ
る
。

　「
北
国
は
水
国
な
り
、
西
北
は
海
、
東
南
は
山
勢
、
そ
の
間
は
弥
彦
、
米
山
を
除
い
て
平
地
、
川
脈
縦
横
し
、
池
沢
星
の
如
し
、
そ
の
中
で
最
大
の
湖
沼

は
鎧
湖
（
鎧
潟
）
で
あ
る
。
周
囲
は
十
有
余
里
…
」
と
橘
崑こ
ん
ろ
ん 崙
は
『
北
越
奇
談
』
で
伝
え
て
い
る
。
文
化
８
（
18
11
）
年
頃
の
越
後
平
野
の
様
子
を
あ
ま

す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。
こ
の
一
文
か
ら
も
越
後
平
野
は
広
大
で
湖
沼
が
数
多
存
在
す
る
様
子
が
理
解
で
き
る
。
湖
沼
名
も
鎧
潟
・
福
島
潟
・
塩
津

潟
・
佐
潟
・
大
潟
・
田
潟
・
楊
枝
潟
・
鳥
屋
野
潟
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
潟
の
う
ち
、
福
島
潟
・
佐
潟
・
鳥
屋
野
潟
を
除

け
ば
他
の
全
て
の
潟
は
干
拓
さ
れ
て
い
る
。
干
拓
は
江
戸
時
代
後
半
か

ら
徐
々
に
進
め
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
干
拓
地
の
大
部
分
は
水

田
と
な
っ
た
。
近
年
は
商
工
業
地
・
宅
地
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
低
湿
地
は
農
作
業
の
困
難
さ
に
加
え
、
無
数
の
動
植
物
が
繁
茂
・

生
息
す
る
無
気
味
さ
、
健
康
上
の
問
題
な
ど
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
逆
に
潟
湖
は
自
然
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
場

所
と
し
て
、
潟
と
共
に
生
き
、
寄
り
添
う
人
々
も
い
た
の
で
あ
る
。
鎧

潟
・
遠
藤
集
落
は
そ
の
例
で
あ
る
。
鎧
潟
は
面
積
約
30
0ヘ
ク
タ
ー
ル
、
周
囲
約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
水
深
約
15
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
（「
潟
東
村

誌
」）
。
干
拓
事
業
は
昭
和
33
（
19
58
）
年
に
開
始
さ
れ
、
昭
和
41
（
19
66
）
年
に
完
成
す
る
。

　
低
湿
地
の
広
が
る
西
蒲
原
地
域
は
米
作
中
心
の
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
干
拓
前
、
鎧

潟
の
北
東
に
位
置
す
る
遠
藤
集
落
は
漁
業
が
主
、
米
作
を
従
と
す
る
経
営
が
あ
り
、
漁
業
協
同

組
合
も
存
在
し
た
。
春
夏
秋
冬
、
米
作
と
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
を
組
み
合
わ
せ
、
生
活
が
営
ま

れ
て
い
た
（
表
１
）。
栽
培
し
た
米
・
野
菜
以
外
は
自
然
の
恵
み
を
貰
い
受
け
て
い
た
。
春
～
秋

は
鮒
・
鯉
・
ど
じ
ょ
う
な
ど
の
魚
類
、
湖
面
に
浮
か
ぶ
菱
、
蓮
、
マ
コ
モ
な
ど
の
採
集
、
冬
は

鴨
猟
、
鯉
・
鮒
な
ど
を
捕
獲
し
て
い
た
。
漁
法
は
ス
ダ
テ
・
カ
ブ
セ
網
・
刺
し
網
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
た
（
図
１
）。
氷
雪
期
に
は
ガ
チ
ボ
イ
を
行
っ
た
。
ガ
チ
ボ
イ
は
氷
の
上
を
槌
で
叩
き

魚
を
追
い
込
む
漁
法
で
あ
る
。
狩
猟
は
主
に
鉄
砲
を
利
用
し
た
他
、
水
面
に
モ
チ
を
塗
付
し
た

ア
ケ
ビ
、
藤ふ
じ
づ
る 蔓
を
流
し
鴨
を
捕
獲
し
た
。
水
田
か
ら
は
建
築
用
材
、
薬
草
な
ど
も
入
手
し
て
い

た
。
水
面
及
び
水
路
は
輸
送
手
段
の
船
道
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
狩
猟
・
漁
労
活
動
は
男
性
、
採
集
活
動
が
女
性
と
性
差
に
よ
る
労
働
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
っ
た
。
女
性
は
採
集
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
家
事
全
般
の
他
、
魚
・
菱
の
実
の
販
売

を
近
郷
近
在
に
行
っ
て
い
た
。
文
字
通
り
寸
暇
を
惜
し
ん
で
の
生
活
で
あ
っ
た
。
収
入
は
中
規

模
の
農
家
と
同
程
度
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　「
西
に
弥
彦
・
角
田
の
霊
峰
、
東
に
滔
々
つ
き
ぬ
信
濃
川
、
間
に
平
和
な
漁
村
と
て
人
に
知

ら
れ
た
名
勝
地
、
此
処
に
名
高
き
鎧
潟
…
」
と
唄
い
な
が
ら
、
毎
日
、
鎧
潟
の
漁
に
出
る
遠
藤

の
渡
辺
国
松
さ
ん
（
明
治
43
（
19
10
）
年
生
ま
れ
）
が
居
た
。
渡
辺
さ
ん
が
口
ず
さ
む
鎧
潟

は
当
時
、
魚
が
群
れ
、
鳥
が
舞
い
、
水
辺
は
各
種
の
生
き
物
を
育
み
、
自
然
を
浄
化
し
て
い

た
。
今
、
そ
の
水
辺
は
消
え
、
美
田
に
変
貌
し
て
い
る
。

　
科
学
技
術
の
進
歩
は
格
段
に
生
活
を
改
善
し
た
。一
方
で
動
植
物
を
育
ん
だ
自
然
は
失
わ
れ
た
。

　
各
種
の
生
き
物
を
育
む
豊
か
な
水
辺
空
間
に
身
を
委
ね
、
心
地
よ
い
涼
風
を
感
じ
た
い
と
願

う
人
々
が
ま
だ
、
暮
ら
し
て
い
る
。
消
え
た
鎧
潟
の
傍
ら
で
…
。

図
１
　
ス
ダ
テ
漁
（
画
・
星
野
五
郎
）

表
１
　
鎧
潟
周
辺
の
生
業
暦

春
夏

秋
冬

漁
業
（
コ
イ
、
フ
ナ
な
ど
）

サ
ケ
漁

植
物
性
食
料（
ハ
ス
、マ
コ
モ
ほ
か
）

ヒ
シ
取
り

鳥
類

ヨ
シ
、
マ
コ
モ
取
り

米
作
、
畑
作

写
真
集
「
あ
り
し
日
の
鎧
潟
（
古
俣
近
建
）」
よ
り

※
潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
鎧
潟
に
関
す
る
民
俗
資
料
や
写
真
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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福
島
潟
の
現
状
と
課
題
 

松
木
　
保
　
水
の
駅
ビ
ュ
ー
福
島
潟
副
館
長

Ⅰ
．
20
年
間
の
自
然
環
境
の
変
化

　
19
97
年
「
水
の
駅
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」（
以
下
、
ビ
ュ
ー
と
す
る
）
が
開
館
し
て
、
来
年
は
20
年
と
な
る
。
開
館
以
来
、
N
P
O

法
人
ね
っ
と
わ
ー
く
福
島
潟
の
事
務
局
員
と
し
て
、
ま
た
、
指
定
管
理
を
委
託
さ
れ
て
、
ビ
ュ
ー
の
職
員
と
し
て
、
福
島
潟
の

自
然
の
変
化
を
感
覚
的
に
漠
然
と
捉
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
い
く
つ
か
は
望
ま
し
い
変
化
も
あ
る
が
、
多
く
は
潟
環
境
保
全

に
と
っ
て
危
惧
を
感
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
福
島
潟
の
保
全
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
１
）
潟
の
中
の
島
（
中
州
）
の
面
積
の
減
少
と
水
面
の
拡
大

　
カ
ラ
ー
の
図
は
19
97
年
ビ
ュ
ー
が
で
き
る
１
年
前
の
航
空
写
真
に
も
と
づ
き
、
作
成
し
た
福
島
潟
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
あ
る
（
図
１
）。
陸
地
と
水
面

の
割
合
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
19
98
年
か
ら
20
05
年
、
20
09
年
の
航
空
写
真
を
も
と
に
潟
内
の
陸
地
の
面
積
を
比
較
し
た
の
が
、
表
１
で
あ
る
。

19
98
年
の
潟
内
の
陸
地
の
面
積
を
10
0と
す
る
と
、
20
09
年
に
は
、
約
54
%
に
減
っ
て
い
る
。

（
２
）
潟
の
ヨ
シ
・
マ
コ
モ
群
落
な
ど
抽
水
植
物
の
衰
退

　
潟
の
中
の
マ
コ
モ
群
落
な
ら
び
に
ヨ
シ
群
落
の
経
年
変
化
を
航
空
写
真
で
解
析
を
試
み
た
。
植
相
の
境
界
の
判
別
が
難
し
く
明
確
に
衰
退
し
て
い
る
こ

と
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
が
、
漁
協
の
組
合
員
や
、
潟
舟
の
会
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ヨ
シ
、
マ
コ
モ
の
群
落
の
衰
退
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
原

因
の
一
部
に
は
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
や
白
鳥
が
首
を
伸
ば
し
て
、
マ
コ
モ
や
ヨ
シ
の
地
下
茎
を
食
べ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
島
自
体
の
浸
食
に
よ
り
陸
地
の
水

際
に
生
え
る
こ
れ
ら
の
植
物
自
体
が
島
の
面
積
の
減
少
に
よ
り
、
群
落
が
衰
退
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
潟
の
柳
の
木
の
減
少

　
か
つ
て
潟
の
中
の
水
路
ご
と
の
漁
業
権
や
ヨ
シ
刈
り
の
権
利
の
境
界
の
目
印
に
植
え
ら
れ
た
柳
の
木
が
、
近
年
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
柳
の
木
の

あ
る
潟
風
景
は
福
島
潟
の
魅
力
と
も
な
っ
て
い
た
。
減
少
の
原
因
の
一
部
は
、
島
の
浸
食
に
よ
り
水
際
に
あ
っ
た
柳
の
木
が
倒
れ
た
こ
と
、
カ
ワ
ウ
な
ど
の
糞

害
に
よ
り
、
木
が
枯
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
潟
全
面
の
ヨ
シ
焼
き
も
挙
げ
ら
れ
る
。

（
４
）
浮
葉
植
物
オ
ニ
ビ
シ
の
大
増
殖
、
ガ
ガ
ブ
タ
群
落
の
復
活

　
潟
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
潟
中
央
部
、な
ら
び
に
松
岡
川
の
流
入
口
か
ら
潟
の
中

央
水
路
に
か
け
て
オ
ニ
ビ
シ
が
大
繁
殖
し
て
お
り
、潟
舟
の
進
行
を
も
妨
げ
る
よ
う
な

状
態
で
あ
る
。オ
ニ
ビ
シ
の
大
繁
殖
は
、か
つ
て
人
が
食
し
て
い
た
在
来
の
ホ
ン
ビ
シ

（
ヒ
シ
）を
追
い
や
り
、新
潟
市
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
の
ヒ
メ
ビ
シ
の
生
存
も
脅
か
し
て
る
。

　
反
面
、潟
内
に
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
潟
市
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
の
ガ
ガ
ブ
タ
が
20
15

年
夏
ご
ろ
か
ら
、潟
の
内
部
と
放
水
路
の
雁
か
け
橋
付
近
に
大
繁
殖
を
し
て
い
る
。

（
５
）
水
質
の
変
化
19
98
～
20
15

　
福
島
潟
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
新
潟
市
が
毎
年
１
回
調
査
を
し
て
い
る
。
図
２

は
、
福
島
潟
の
流
出
河
川
新
井
郷
川
の
潟
口
橋
の
B
O
D
の
経
年
変
化
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
年
も
環
境
基
準
以
下
で
あ
り
、
大
き
な
変
化
は
な
く
、
良
好
で
あ
る
。

平
成
1
0
（
1
9
9
8
）
年

平
成
1
7
（
2
0
0
5
）
年

平
成
2
1
（
2
0
0
9
）
年
の
空
撮
か
ら
み
た
水
面
の
拡
大
図

表
１
　
航
空
写
真
か
ら
み
た
陸
地
面
積
の
比
較

年
５
㎜
×
５
㎜
の

方
眼
数

図
上
の
㎠

比
較
（
%
）

方
眼
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
の

実
面
積
換
算
（
㎡
）

1
9
9
8

4
7
2

1
1
8

1
0
0

4
3
6
2
0
3
.5
2

2
0
0
5

3
9
2

9
8

8
3
.0
5

3
6
2
2
7
0
.7
2

2
0
0
9

2
5
5

6
3
.7
5

5
4
.0
3

2
3
5
6
6
0
.8

H1
3

0.
0

5.
0

4.
0

3.
0

2.
0

環
境
基
準

潟
口
橋

BOD㎎/L

1.
0

1.
9
1.
9
1.
6
1.
8
1.
8

1.
8

1.
8

2.
4
2.
1

2.
1

2.
0

2.
0

1.
7

1.
7

H1
4
H1
5
H1
6
H1
7
H1
8
H1
9
H2
0
H2
1
H2
2
H2
3
H2
4
H2
5
H2
6

図
２
　
潟
口
橋
の
BO
D
の
経
年
変
化
（「
平
成
27
年
度
　
新
潟
市
の
環
境
」
よ
り
）

図
１
　
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
潟
の
野
遊
び
」
よ
り

3

鎧
潟
干
拓
地
に
眠
る
水
生
植
物
 

丸
山
　
紗
知
　
潟
環
境
研
究
所
事
務
局
研
究
員

　
土
の
中
で
眠
っ
て
い
る
植
物
の
種
 

　
田
ん
ぼ
や
畑
の
土
に
は
、
た
く
さ
ん
の
植
物
の
種
が
眠
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
土
の
中
で
眠
っ
て
い
る
種
の
こ
と
を

「
埋ま
い
ど
し
ゅ
し

土
種
子
」
と
い
い
ま
す
。埋
土
種
子
は
、光
や
温
度
な
ど
の

刺
激
を
与
え
、適
し
た
環
境
に
な
る
と
眠
り
か
ら
覚
め
、発
芽
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
埋
土
種
子
を
地
表
に
撒ま

き
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、絶
滅
の
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
る
植
物
種
を
復
活
さ
せ
た

り
、植
生
を
復
元
さ
せ
た
り
す
る
事
例
が
数
多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
越
後
平
野
に
存
在
し
て
い
る
水
生
植
物
の
埋
土
種
子

　
低
湿
地
や
湖
沼
沿
岸
に
生
育
し
て
い
る
水
生
・
湿
生
植
物
は
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
た
ち
の
す
み
か
や
え
さ
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
生
植
物
は
、
水
中
の
有
機
物
を
分
解
し
、
水
を
浄
化
す
る
働
き
も
持
っ
て
い
る
た
め
、
湖
沼
の
水
環
境
や
生
態
系
を
維
持
す
る
上
で
、

重
要
な
存
在
で
す
。

　
し
か
し
近
年
、
耕
地
整
理
や
干
拓
に
よ
る
生
育
環
境
の
減
少
や
、
水
質
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
全
国
的
に
水
生
植
物
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
越
後
平
野
に
は
、
広
い
水
生
植
物
帯
を
有
す
る
福
島
潟
、
鳥
屋
野
潟
、
佐
潟
と
い
っ
た
数
々
の
湖
沼
が
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
は
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
湖
沼
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
干
拓
さ
れ
ま
し
た
が
、
土
の
中
に
は
、
ま
だ
多
く
の
発
芽
能
力
を
持
つ
水
生
植
物
の
埋

土
種
子
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
干
拓
地
の
土
を
使
っ
て
、
失
わ
れ
た
水
生
植
物
帯
を
復
元
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
鎧
潟
の
水
生
植
物

　
干
拓
さ
れ
た
湖
沼
の
一
つ
に
、
鎧
潟
が
あ
り
ま
す
。
鎧
潟
は
、
昭
和
41
（
19
66
）
年

ま
で
越
後
平
野
に
存
在
し
た
湖
沼
で
す
。
旧
西
蒲
原
郡
（
現
新
潟
市
西
蒲
区
）
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
昭
和
30
年
代
に
は
面
積
約
27
0ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
、
福
島
潟
に
匹

敵
す
る
広
さ
の
湖
沼
で
し
た
（「
西
蒲
原
土
地
改
良
史
　
下
巻
」、
「
新
・
新
潟
歴
史
双
書

４
　
内
野
新
川
」）
。
現
在
、
鎧
潟
干
拓
地
に
は
乾
田
化
さ
れ
た
、
広
い
水
田
地
帯
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
鎧
潟
は
古
く
か
ら
、
農
業
用
水
、
漁
場
、
猟
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、

ま
た
、
ハ
ス
、
ヒ
シ
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
、
ク
ワ
イ
、
マ
コ
モ
、
ヨ
シ
と
い
っ
た
水
生
植
物

が
豊
富
に
採
集
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
干
拓
前
に
植
物
調
査
を
し
た
文
献
や
標
本
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
19
46
年
～

19
67
年
に
確
認
、
採
集
さ
れ
た
水
生
植
物
は
計
72
種
と
な
り
、
非
常
に
高
い
水
生
植

物
の
多
様
性
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
も
残
る
水
生
植
物

　
現
在
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
志
賀
隆
准
教
授
と
と
も
に
、
越
後
平
野
に
お
け
る
埋
土
種
子
を
用
い
た
植
生

復
元
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
鎧
潟
干
拓
地
を
調
査
地
と
し
て
、
計
20
か
所
の
調
査
地
点
の
土
を
所
有
者
の
方
か
ら
い
た
だ

き
、
埋
土
種
子
の
構
成
種
を
把
握
す
る
た
め
の
土
の
撒
き
出
し
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
鎧
潟
は
干
拓

後
、
約
50
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
た
め
、
鎧
潟
が
存
在
し
た
当
時
の
植
物
の
種
子
が
、
ま
だ
生
き
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
（
20
15
）
年
に
、
鎧
潟
干
拓
地
の
水
田
の
周
り
や
水
路
を
歩
き
、
現
在
の
水
生
植
物
の
生
育
状
況

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
16
種
の
水
生
植
物
（
こ
の
う
ち
、
5種
は
絶
滅
危
惧
種
）
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
種
の
種
子
供
給
源
と
、
生
育
に
適
し
た
環
境
が
、
今
も
部
分
的
に

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
種
子
の
供
給
源
は
水
田
の
土
と
考
え
ら
れ
、
土
と
共
に
水
路
に

種
子
が
流
れ
込
み
、
水
生
植
物
の
群
落
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
水
田
の
土
を
撒
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
存
在
し
、
現
在
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
種
が
確
認
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
植
物
が
出
て
く
る
か
、
楽
し
み
で
す
ね
。

埋
土
種
子
が
発
芽
し
た
様
子

水
路
で
確
認
さ
れ
た
ミ
ズ
オ
オ
バ
コ

（
写
真
上
）
と
ト
チ
カ
ガ
ミ
（
写
真

下
）。
両
種
と
も
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
。

鎧
潟
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
新
潟
県
道
3
8
0
号
今
井
巻
線
へ
向
か
う

農
道
。
正
面
右
側
に
は
角
田
山
、
左
側
に
は
多
宝
山
が
見
え
る
。
か
つ

て
こ
の
一
帯
が
鎧
潟
だ
っ
た
。
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私
た
ち
が
暮
ら
す
新
潟
は
、
川
や
堀
な
ど
た
く
さ
ん

の
水
の
恵
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
く
さ
ん
の
川
や

潟
、
堀
は
、
田
畑
を
潤
し
て
農
作
物
を
私
た
ち
に
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
遠
く
へ
移
動
す
る
時
も
、
荷
物
を
運

ぶ
と
き
も
、
舟
を
走
ら
せ
て
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　
新
潟
に
現
れ
た
龍

　
し
か
し
、
水
辺
に
は
恐
ろ
し
い
出
来
事
も
お
こ
り
ま
し
た
。
文
化
9（
18
12
）
年

に
書
か
れ
た
「
北
越
奇
談
」
に
は
、
新
潟
の
港
や
信
濃
川
に
龍
が
現
れ
て
、
水
を
吸

い
上
げ
た
り
、
雷
を
落
と
し
た
り
竜
巻
を
起
こ
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
龍
は
想

像
上
の
動
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
蛇
や
鯉
が
長
く
生
き
、
天
に
昇
っ
て
龍
に
な

る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
龍
に
変
化
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
、

蛇
の
よ
う
な
も
の
が
空
中
を
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う
記
述
も
あ
り
ま
す
。

　
大
蛇
、
神
と
な
る

　
優
し
い
川
も
時
と
し
て
魔
物
の
よ
う
に
人
々
を
襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
曲
が

り
く
ね
っ
た
川
の
流
れ
を
「
蛇
行
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
、
巨
大
な
蛇
が
川
を
作
る

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新
潟
か
ら
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
五
泉
市

の
白
山
と
い
う
山
に
慈
光
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
山
を
荒
ら
す
大
蛇

が
い
た
の
で
、
室
町
時
代
に
慈
光
寺
の
傑
堂
能
勝
禅
師
と
い
う
僧
侶
が
お
経
の
力
で

大
蛇
を
追
い
出
し
ま
し
た
。
大
蛇
は
苦
し
み
、
洪
水
を
起
こ
し
な
が
ら
能
代
川
と
い

う
川
を
作
っ
て
海
の
ほ
う
へ
移
動
し
ま
し
た
。
能
代
川
か
ら
小
阿
賀
野
川
と
い
う
川

を
通
り
、
信
濃
川
を
下
っ
て
い
る
う
ち
に
力
を
失
い
、
白
山
神
社
の
神
主
の
夢
枕
に

立
っ
て
助
け
を
求
め
ま
し
た
。
神
主
は
大
蛇
の
願
い
を
聞
き
入
れ
、
現
在
白
山
神
社

に
は
こ
の
蛇
を
祀
っ
た
「
蛇
松
明
神
」
と
い
う
祠ほ
こ
ら が
あ
り
ま
す
。
山
を
荒
ら
し
て
い

た
大
蛇
は
、
里
へ
下
り
て
人
々
を
守
る
存
在
に
な
っ
た
の
で
す
。
山
か
ら
流
れ
て
来
る
洪
水
は
人
々
に
は
大
変
な
災
い
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
運
ば
れ
た

山
の
土
は
田
畑
に
栄
養
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 　
本
住
寺
の
蛇
頭
さ
ま

　
新
潟
の
平
野
は
湿
地
帯
で
、
田
も
ぬ
か
る
ん
で
深
く
、
農
作
業
が
大
変
な
場

所
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
、
潟
の
底
の
土
を
集
め
て
舟
で

田
に
運
び
入
れ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
危
険
で
、
土
を
積
ん
だ
船
が
転

覆
し
て
人
が
亡
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
人
々
は
潟
の
主
の

大
き
な
亀
が
船
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
の
で
は
な
い
か
と
噂
し
ま
し
た
。
ま
た
、

川
で
お
ぼ
れ
る
人
が
あ
る
と
、
河
童
が
引
き
ず
り
込
ん
だ
の
だ
と
噂
し
ま
し
た
。

　
新
潟
市
秋
葉
区
小
須
戸
の
本
住
寺
と
い
う
お
寺
に
は
「
蛇じ
ゃ
が
し
ら 頭
さ
ま
」
と
呼
ば

れ
る
寺
宝
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
地
が
鎌
倉
潟
と
呼
ば
れ
る
湿
地
帯
だ
っ
た

頃
、
開
発
し
よ
う
と
し
て
も
大
蛇
が
暴
れ
て
作
業
が
で
き
な
い
た
め
、「
横
川
浜

村
肝
煎
宗
右
衛
門
大
蛇
へ
申
入
る
」
と
大
蛇
に
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
訴
え
が
届

い
た
の
か
、
開
発
は
無
事
に
終
わ
り
、
竜
王
堂
を
建
て
て
弁
天
様
を
祀
り
ま
し

た
。
本
住
寺
の
蛇
頭
さ
ま
は
こ
の
大
蛇
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
蛇
に
感
謝
し
、
今
も
一
年
に
一
度
、
蛇
頭
さ
ま
の
法
要
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
地
が

開
発
さ
れ
た
の
が
元
和
６
（
16
20
）
年
で
す
か
ら
、
40
0年
近
く
蛇
頭
さ
ま
は
人
々
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
は
治
水
の
技
術
も
進
み
、
私
た
ち
は
平
穏
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
足
元
に
は
た
く
さ
ん
の
物
語
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

知
ら
な
い
物
語
が
ま
だ
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
お
話
を
知
り
、
犠
牲
に
な
っ
た
も
の
た
ち
に
感
謝
し
な
が
ら
、
水
辺
の
怪
異
を

調
べ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
北
越
奇
談
」
似
類
　
橘
崑
崙
画

（
新
潟
県
立
図
書
館
蔵
）

「
北
越
奇
談
」
龍
　
葛
飾
北
斎
画

（
新
潟
県
立
図
書
館
蔵
）

「
蛇
頭
様
ご
開
帳
」
本
住
寺

水
辺
の
怪
異
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表
２
は
、
ね
っ
と
わ
ー
く
福
島
潟
が
19
98
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
き
た
水
質
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
毎
年
の
結
果
は
ね
っ
と
わ
ー
く
福
島
潟
活
動
報

告
集
１
～
18
号
に
記
録
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。（
18
号
は
未
刊
）

（
６
）
流
入
13
河
川
の
魚
類
相
の
経
年
変
化

　
表
３
は
、
福
島
潟
13
流
入
河
川
で
確
認
（
調
査
は

ね
っ
と
わ
ー
く
福
島
潟
が
毎
年
行
っ
て
き
た
）
で
き

た
魚
類
で
あ
る
。
19
98
年
か
ら
20
15
年
の
間
、
13

の
流
入
河
川
の
魚
種
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
。
強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
本
来
南
西
日
本
に
多
い
ツ

チ
フ
キ
が
20
00
年
以
降
、
カ
ネ
ヒ
ラ
が
20
07
年
以

降
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
魚

類
相
の
調
査
時
に
、
甲
殻
類
の
調
査
も
行
っ
て
き
た

が
、
20
13
年
以
降
、
か
つ
て
潟
で
漁
を
行
っ
て
き

た
、
ス
ジ
エ
ビ
、
ヌ
カ
エ
ビ
が
復
活
し
、
趣
味
で
漁

を
行
っ
て
い
る
潟
の
漁
師
に
よ
る
と
、
ス
ジ
エ
ビ
が

こ
こ
２
～
３
年
の
間
、
相
当
の
量
に
な
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

（
７
）
外
来
生
物
の
増
加
　

　
外
来
植
物
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
侵
入
に
よ

り
潟
な
ら
び
に
潟
周
辺
の
在
来
植
物
が
駆
逐
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、
外
来
生
物
で
は
な
い
が
、
カ
ナ
ム
グ
ラ

も
ヨ
シ
に
巻
き
付
き
ヨ
シ
群
落
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
も
園
地
の
あ
ち
こ
ち
に

み
ら
れ
る
が
、
見
つ
け
次
第
駆
除
し
て
い
る
。

　
動
物
で
は
、
特
に
放
水
路
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ

ル
ー
ギ
ル
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー

ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
が
増
加
し
潟
周
辺
で
繁
殖
し
て
い
る
。

ク
サ
ガ
メ
が
減
少
し
、
ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
が
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

Ⅱ
．
福
島
潟
の
未
来
へ
の
展
望

（
１
）
 旧
来
の
潟
の
中
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ 渫
は
、
主
要
水
路
の
み
に
と
ど
め
、
し
ば
ら
く
様
子
を
み
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

 
 　
新
し
く
水
田
か
ら
、
潟
に
戻
す
地
域
の
浚
渫
は
、
全
面
を
平
ら
に
浚
渫
す
る
の
で
は
な
く
、
凹
凸
の
あ
る
環
境
（
水
面
と
島
が
あ
る
環
境
）
に

し
、
ヨ
シ
、
マ
コ
モ
の
生
え
る
緩
衝
帯
を
の
こ
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
 ヨ
シ
焼
き
は
、
潟
の
中
全
面
を
焼
く
の
で
は
な
く
、
部
分
的
に
焼
く
か
、
数
年
に
１
回
あ
る
い
は
５
年
に
１
回
程
度
に
と
ど
め
、
し
ば
ら
く
様
子

を
み
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
 従
来
か
ら
あ
る
「
福
島
潟
環
境
保
全
連
絡
協
議
会
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
福
島
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
と
「
ヨ
シ
焼
き
」
の
行
事
を
主
催
し
て
い

る
が
、
福
島
潟
の
環
境
保
全
の
将
来
像
を
描
く
連
絡
会
等
を
新
潟
市
の
北
区
な
ら
び
に
周
辺
市
町
村
も
含
め
、
潟
環
境
研
究
所
に
期
待
し
た
い
。

Ⅲ
．
謝
辞

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、多
く
の
資
料
提
供
を
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
聞
き
取
り
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
豊
栄
土
地
改
良
区
の
風
間
　
智
氏

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
に
こ
こ
ろ
よ
く
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
福
島
潟
漁
業
協
同
組
合
の
横
山
辰
二
氏
、
佐
藤
　
了
氏
、

長
谷
川
哲
夫
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

表
２
　
福
島
潟
の
水
質
の
経
年
変
化
（
ね
っ
と
わ
ー
く
福
島
潟
の
調
査
か
ら
）

水
質
　
項
目

9
8

9
9

0
1

2
 

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

万
十
郎
川
CO
D［
m
g-
O/
L］

4.
00
 

3.
20
 

4.
80
 

4.
00
 

4.
00
 

4.
00
 
15
.0
0 

6.
00
 

4.
00
 

8.
00
 

5.
30
 

8.
00
 
10
.0
0 

10
.0
0 

4.
80
 

7.
30
 

3.
30
 

8.
20
 

万
十
郎
川
亜
硝
酸
態
窒
素［
m
g-
N/
L］ 

0.
01
0 

0.
01
3 

0.
04
0 

0.
01
0 

0.
01
2 

0.
01
2 

0.
02
0 

0.
02
0 

0.
05
0 

0.
05
0 

0.
00
9 

0.
05
0 

0.
02
0 

0.
02
0 

0.
01
2 

0.
01
1 

0.
01
2 

0.
01
2 

万十
郎川
オル
トリ
ン酸
態窒
素［
mg
-P/
L］ 

0.
2

0.
1

0.
05

0.
06

0.
06

0.
07

0.
2

0.
2

0.
1

0.
2
0.
10
76

0.
2

0.
2

0.
2

0.
05
4 

0.
12
0 

0.
06
8

0.
01
3

万
十
郎
川
　
電
気
伝
導
度［
μ
S/
cm
］ 

80
.0
 

82
.9
 

85
.8
 

90
.0
 

91
.0
 

53
.7
 

82
.7
 

69
.0
 

86
.0
 

86
.0
 

85
.0
 
11
9.
0 

11
4.
0 

90
.0
 

76
.1
 

荒
川
川
　
電
気
伝
導
度［
μ
S/
cm
］ 

10
5

82
.5

84
.5

76
.0
 

58
.0
 

95
.9

86
94

10
8

88
10
7

68
.5

60
12
5

潟
口
橋
　
電
気
伝
導
度［
μ
S/
cm
］ 

15
0

13
5

14
5

11
4.
5

10
2.
5

14
.7

10
6.
5

10
3

10
7

11
4

11
6

11
9

99
.9
 

確
認
年

科
名

種
名

生
活
史

新
潟
市

R
D

9
8
9
9
０

４
５

６
７

８
９
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

１
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ

ス
ナ
ヤ
ツ
メ

純
淡
水
魚

V
U

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
２
コ
イ

コ
イ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

３
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
純
淡
水
魚

４
ギ
ン
ブ
ナ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

５
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ

純
淡
水
魚

N
T

○
○

○
○

○
○

６
カ
ネ
ヒ
ラ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

７
キ
タ
ノ
ア
カ
ヒ
レ

タ
ビ
ラ

純
淡
水
魚

N
T

○
○

○
○

○
○

○

８
タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ

ナ
ゴ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

９
ハ
ス

純
淡
水
魚

○
○

○
1
0

オ
イ
カ
ワ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
1

ソ
ウ
ギ
ョ

純
淡
水
魚

1
2

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ

純
淡
水
魚

LP
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
3

ウ
ケ
ク
チ
ウ
グ
イ
純
淡
水
魚

N
T

○
○

○
1
4

ウ
グ
イ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
5

モ
ツ
ゴ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
6

ビ
ワ
ヒ
ガ
イ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
7

タ
モ
ロ
コ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
8

カ
マ
ツ
カ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
9

ツ
チ
フ
キ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2
0

ニ
ゴ
イ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2
1
ド
ジ
ョ
ウ

ド
ジ
ョ
ウ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2
2

シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2
3

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
純
淡
水
魚

V
U

○
2
4
ギ
ギ

ギ
ギ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2
5
ナ
マ
ズ

ナ
マ
ズ

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
2
6
ア
カ
ザ

ア
カ
ザ

純
淡
水
魚

N
T

○
2
7
サ
ケ

ヤ
マ
メ

遡
河
回
遊
魚

N
T

2
8
メ
ダ
カ

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ

純
淡
水
魚

N
T

○
○

○
○

○
○

2
9
カ
ジ
カ

カ
ジ
カ
大
卵
型

純
淡
水
魚

N
T

○
○

○
○

3
0
サ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
ギ
ル

純
淡
水
魚

3
1

オ
オ
ク
チ
バ
ス

純
淡
水
魚

○
○

3
2

コ
ク
チ
バ
ス

純
淡
水
魚

○
3
3
ハ
ゼ

ウ
キ
ゴ
リ

両
側
回
遊
魚

○
○

○
○

3
4

ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

3
5

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
3
6

ヌ
マ
チ
チ
ブ

純
淡
水
魚

○
3
7
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
カ
ム
ル
チ
ー

純
淡
水
魚

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

計
2
0
1
9
1
9
2
5
2
2
2
2
2
4
2
4
2
5
2
0
2
1
2
2
1
8
1
6
1
6

表
３
　
福
島
潟
1
3
河
川
で
確
認
し
た
魚
類

表
中
に
確
認
の
な
い
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
と
ソ
ウ
ギ
ョ
は
、
潟
の
中
で
網
に
か
か
っ
た
も
の
。
ヤ
マ
メ
は
、
冬
季

に
本
田
川
で
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。（
ね
っ
と
わ
ー
く
福
島
潟
調
査
か
ら
）
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春
に
は
満
開
の
桜
や
菜
の
花
で
彩
ら
れ
る
上う
わ
せ
き
が
た

堰
潟
は
、
い
ま
や

多
く
の
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
周
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、「
朝
早
く
か

ら
利
用
者
が
絶
え
な
い
」
と
、
毎
日
の
よ
う
に
上
堰
潟
を
見
守
っ

て
い
る
地
域
の
齋
藤
一
雄
さ
ん
（
上
堰
潟
公
園
を
育
て
る
会
会

長
）
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
５
～
60
年
前
の
上

堰
潟
で
は
、
田
舟
に
よ
る
稲
の
収
穫
を
し
た
り
、
舟
を
ひ
っ
く
り

返
し
て
泳
い
だ
り
し
た
そ
う
だ
。

　
松
野
尾
小
学
校
で
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
こ
の
上
堰
潟
を
中
心

に
地
域
の
自
然
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
全
校
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
な

ど
を
行
っ
た
り
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
毎
年
、
齋
藤
さ
ん
を

は
じ
め
松
野
尾
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
学
習
支

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
あ
る
。

　
上
堰
潟
が
海
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鮭
の
稚
魚
放
流
も
始
め
て
い
る
。
27
年
度
は
、
４
、
５
、
６
年
生
と
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
日
本
海
区
水
産
研
究
所
の
飯
田
研
究
員
の
出
前
授
業
を
受
け
、
鮭
の
生
態
や
上
堰
潟
へ
遡そ

上
す
る
鮭
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
最
新
の
研
究
結
果
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
に
聞
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
全
校
児
童
で
鮭
の
稚
魚
を
放
流
し
、
子
ど

も
た
ち
は
「
元
気
に
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
」
と
願
い
な
が
ら
、
校

歌
を
歌
っ
た
り
、
鮭
の
稚
魚
の
姿
を
追
い
か
け
た
り
し
て
い
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
体
験
活
動
を
通
し

て
、
松
野
尾
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、「
地
域
を
大
事
に
守
り
続
け
て
い
き

た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
よ
う
に
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
く
。

　
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
宝
で
あ
る
皆
さ
ん
と
さ
ら
に
つ
な
が
り
を
深
め
、
私

自
身
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

桜
と
菜
の
花
が
満
開
の
春
の
上
堰
潟

発
　
行

平
成
28
年
７
月

新
潟
市
地
域
・
魅
力
創
造
部
 潟
環
境
研
究
所
事
務
局

〒
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50

新
潟
市
中
央
区
学
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町
通
１
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（
市
役
所
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館
４
階
）

☎
 0
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26
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2 
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02
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m
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@
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本
市
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
「
里
潟
（
さ
と
か
た
）」
と
も

い
う
べ
き
個
性
豊
か
な
潟
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
当
研
究
所
は
、
こ
れ

ら
の
潟
と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
探
求
し
、
潟
の
魅
力
や
価
値
を
再
発

見
・
再
構
築
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
潟
に
関
わ
る
多
く
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
や
歴
史
、

暮
ら
し
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

Fa
ce
bo
ok

ペ
ー
ジ

本
間
　
ア
ユ
子
／
新
潟
市
立
松
野
尾
小
学
校
長

上
堰
潟
は
地
域
の
宝
物

5潟
の
エ
ッ
セ
イ

新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
に
つ
い
て

上
堰
潟
で
田
舟
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち

子
ど
も
た
ち
が
鮭
の
稚
魚
を
放
流
す
る
様
子

新
潟
市
内
に
点
在
す
る
湖
沼「
潟
」に
関
わ
る
資
料
や
情
報
を
ま
と
め
た
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
“
猫
仙
人
”
郁
丸
が
、
に
い
が
た
の
「
潟
伝
説
」
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
紹
介
し
て
く
れ

ま
す
。
さ
て
毎
回
ど
ん
な
伝
説
が
飛
び
出
す
か
…
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

郁
丸
が
探
る
！
に
い
が
た
「
潟
」
伝
説

　
み
ん
な
は
知
っ
て
い
た
か
な
、
潟
に
は
た
く
さ
ん
の
伝
説
が
あ
る
こ
と
を
！
今
回
は
「
福
島
潟
」
に
ま

つ
わ
る
伝
説
を
探
っ
て
き
た
よ
。

　
昔
、
紫
雲
寺
（
現
新
発
田
市
）
に
真
野
長
者
と
い
う
長
者
が
い
て
、
そ
の
一
人
娘
の
「
お
福
」
が
お
寺

の
少
年
僧
に
恋
を
し
た
ん
だ
。
恋
焦
が
れ
る
あ
ま
り
に
蛇
体
と
な
っ
て
少
年
僧
を
紫
雲
寺
潟
に
引
き
込
ん

で
潟
の
主
と
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
紫
雲
寺
潟
は
干
拓
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
お

福
は
近
く
の
潟
に
引
っ
越
し
た
ん
だ
。
そ
の
た
め
に
お
福
の
名
前
の
福
の
字
を
と
っ
て
福
島
潟
と
い
う
名

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
そ
の
後
、
福
島
潟
も
開
墾
が
進
ん
だ
の
で
、
お
福
は
鳥
屋
野
潟
に

引
っ
越
し
た
（
中
央
大
学
民
俗
研
究
会
「
新
潟
県
豊
栄
市
調
査
報
告
」
19
83
）
と
も
い
わ
れ
て
い
る
よ
。

　
福
島
潟
に
は
予
言
を
す
る
妖
怪
の
話
も
あ
る
よ
。
潟
に

夜
な
夜
な
光
る
も
の
が
現
れ
て
、
芝
田
と
い
う
お
侍
さ
ん
が

見
に
行
っ
た
ら
、「
悪
い
風
邪
が
は
や
る
か
ら
自
分
の
姿
を

描
い
て
広
め
て
」
と
言
っ
た
そ
う
で
、
嘉
永
年
間
に
そ
の
摺

物
が
流
行
っ
た
み
た
い
。「
海
中
の
人
」
と
か
、「
亀
女
」
と

か
、
摺
物
に
よ
っ
て
ち
ょ
っ
と
姿
が
変
わ
っ
て
い
る
ん
だ
。

　
さ
て
、
今
回
は
こ
の
辺
で
。
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
次
の
お

も
し
ろ
そ
う
な
話
を
探
り
に
行
く
か
…
い
ざ
さ
ら
ば
！

　
レ
ン
コ
ン
は
秋
か
ら
冬
に
養
分
が
た

ま
っ
て
肥
大
化
し
た
地
下
茎
で
す
。
こ

の
地
下
茎
は
、
実
は
太
く
な
る
前
も
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
佐
潟
周

辺
で
は
「
コ
ウ
バ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て
い
て
、
油
炒

め
に
す
る
と
お
い
し
い
そ
う
で
す
。

　
６
月
中
旬
に
は
、
水
面
か
ら
巻
葉
の
頭
が
突
き
出
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
円
形
状
に
開
く
前
の
ハ
ス
の
若
葉
は
両
側
か
ら
内

側
に
か
け
て
ク
ル
ク
ル
と
丸
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
佐
潟
や
福

島
潟
で
は
、
早
い
も
の
で
花
が
咲
い
て
い
る
ハ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
佐
潟
周
辺
で
は
「
ま
く
れ
」、
福
島
潟
周
辺
で
は
「
ろ
ー
る
っ
ぱ
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
大
き
す
ぎ
ず
、
小
さ
す
ぎ
ず
、
葉
の
長
さ
が
10
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
も
の
が
味
が
濃
く
て
美
味
し
い
そ
う
で
す
。
地

元
の
人
に
食
べ
方
を
教
わ
り
、
調
理
し
て
み
ま
し
た
。
葉
の
根
元
を
折
っ

て
柄
の
部
分
は
取
り
除
き
ま
す
。
 切
っ
て
み
る
と
葉
が
丸
ま
っ
て
い
る

様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
よ
く
洗
っ
て
、
軽
く
ゆ
で
ま
す
。
天
ぷ
ら
に

し
た
り
、
辛
味
噌
炒
め
に
し
た
り
。
苦
味
は
な
く
、
や
わ
ら
か
い
葉
の
食

感
を
楽
し
め
る
、
季
節
の
一
品
が
で
き
ま
し
た
。
任
務
完
了
！

お
福

海
中
の
人

亀
女

１

ア
ン
ナ
隊
長

「「「
潟

を
食
べ
る
!!」

❶

勝
手
気
ま
ま
に
潟
食
文
化
探
検
!?

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
潟
食
文
化
探
検
隊（
仮
称
）を
ひ
そ
か
に
立
ち
上
げ
、
と

り
あ
え
ず
隊
長
に
就
任
し
た
、
ア
ン
ナ
隊
長
こ
と
隅
 杏
奈（
潟
環
境
研
究
所
事
務

局
研
究
員
）が
、
潟
周
辺
地
域
の
人
々
か
ら
教
わ
っ
た
潟
の
食
材
を
実
際
に
食
べ

て
み
る
！
と
い
う
新
企
画
。
さ
て
、
初
回
の
食
材
は
何
で
す
か
～
ア
ン
ナ
隊
長！
！

　
は
い
、
今
回
の
食
材
は
「
ハ
ス
」。
食
べ
ら
れ
る
の
は
レ
ン
コ
ン
だ
け
で
は
な

い
ん
で
す
よ
～
。

ハ
ス
の
地
下
茎

天
ぷ
ら

辛
味
噌
炒
め

ハ
ス
の
巻
葉

探
検
!???

こ

郁
丸
（
ふ
み
ま
る
）
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B
A

C

里
潟
の
未
来
を
見
つ
め
、
ひ
ろ
げ
る
－
鳥
屋
野
潟
か
ら
始
め
る
　
潟
の
魅
力
発
信
に
む
け
た
施
設
－

 
佐
藤
　
美
樹
　
長
岡
造
形
大
学
造
形
学
部
建
築
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
４
年

　
長
岡
造
形
大
学
に
在
籍
す
る
佐
藤
美
樹
さ
ん
が
、
卒
業
制
作
と
し
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
身
近
で
あ
っ
た
と
い
う
鳥
屋
野
潟
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
成
果
を
寄
稿
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

研
究
背
景
 

　
新
潟
市
に
点
在
す
る
潟
は
、
1つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
多
く
の
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
存
在
で
す
。

　
19
11
年
頃
ま
で
潟
は
約
30
存
在
し
、
漁
業
・
農
業
・
狩
猟
な
ど
人
の
生
活
基
盤

と
し
て
活
用
が
多
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
残
っ
て
い
る
潟
は
半
数
と
な
り
、
そ
の
減
少
し
た
背
景
に
は
過

去
に
お
け
る
水
と
の
闘
い
か
ら
の
克
服
や
干
拓
、
生
活
の
充
実
を
求
め
た
人
々
の

生
活
環
境
の
変
化
が
伴
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
変
化
の
中
、
残
さ
れ
た
「
潟
」
が
新
潟
市
の
自
然
の
象
徴
で
あ
る
と
共

に
市
民
に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
、「
故
郷
」
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認

で
き
る
場
と
し
て
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
故
に
、
私
た
ち
新
潟
市
民
は
潟
の
存
在
価
値
を
未
来
に
残
し
て
い
く
べ
き
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
の
「
潟
空
間
」
の
利
活
用
を
見
つ
め
直
す
と
共
に
、
未
来
に
残
し
て
い
く

為
の
啓
発
の
場
が
必
要
だ
と
考
え
、
本
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

未
来
の
鳥
屋
野
潟
 

　
鳥
屋
野
潟
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
空
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
観
光
…
な
ど
、
様
々
な
方
向
か
ら
の
意
識
が
高
ま

り
、
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
て
い
く
中
で
鳥
屋
野
潟
の
抱
え
る
問
題
点
の
改
善
を
目

指
す
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
の
改
善
の
一
歩
と
共
に
潟
と
密
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来

る
場
所
を
提
案
・
計
画
し
ま
し
た
。

　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
潟
の
研
究
所
」「
ひ
ら
か
れ
た
空
間
」「
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
」
の
3つ
の
機
能
を
持
つ
構
成
と
し
て
い
ま
す
。 

　
潟
の
専
門
家
（
研
究
者
・
指
導
者
）
や
研
究
生
と
い
っ
た
学
生
、
そ
こ
に
市
民

が
参
入
す
る
こ
と
で
一
定
数
の
利
用
の
形
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅰ
.  潟
の
研
究
所
 （
潟
の
拠
点
）

　
鳥
屋
野
潟
を
中
心
と
し
た
生
態
系
の
保
全
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
点
在
す
る
潟
の
中
心
と
し
て
潟
の
一
体
化
を
図
る
た
め
の
拠
点
と

な
り
ま
す
。

Ⅱ
.  ひ
ら
か
れ
た
空
間
 （
市
民
の
場
）

　
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
併
設
す
る
こ
と
で
市
民
に
も
ひ
ら
か
れ

た
、
い
つ
で
も
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
る
空
間
と
し
ま
す
。

　
同
時
に
「
自
由
な
水
辺
遊
び
が
可
能
な
環
境
」
を
計
画
し
、
誰
も
が
潟
を
よ
り

近
く
に
感
じ
ら
れ
る
賑
わ
い
の
場
に
。

Ⅲ
.  ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 （
学
習
の
場
）

　
新
潟
市
の
潟
の
案
内
や
鳥
屋
野
潟
の
情
報
展
示
な
ど
、
研
究
所
と
連
携
し
た
ビ

ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
を
併
設
し
ま
す
。

　
ビ
オ
ト
ー
プ
や
泥
田
な
ど
を
使
っ
た
景
観
体
験
を
行
い
、
保
全
へ
の
意
識
を
向

上
・
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
い
ご
に

　
小
さ
な
頃
か
ら
身
近
に
あ
っ
た
鳥
屋
野
潟
。
今
回
卒
業
制
作
の
舞
台
と
し
て
選

定
し
た
こ
と
で
そ
こ
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
に
気
づ
く
反
面
、
ま
だ
ま
だ

市
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
鳥
屋
野
潟
が
今
以
上
に
新
潟
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
な
じ
み
深
く
、
い
つ

で
も
訪
れ
て
楽
し
め
る
環
境
に
な
る
こ
と
を
卒
業
制
作
を
経
て
願
っ
て
い
ま
す
！

建
築
は
主
に
平
屋
で
構
成
。（
一
部
２
階
あ
り
）

潟
研
究
所

研
究
所（
潟
の
中
心
と
し

て
潟
の
一
体
化
を
図
る

た
め
の
拠
点
）・
展
示
ブ
ー

ス・
潟
マ
ル
シ
ェ
な
ど

管
理
棟

全
体
を
通
し
て

の
オ
フ
ィ
ス・
セ

ミ
ナ
ー
室
な
ど

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
船
着
き
場

潟
を
一
望
で
き
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン・
自
由
な
水
辺
遊
び
が
可
能
な
デ
ッ
キ
及
び
船
着

き
場
な
ど
。ま
た
、屋
上
緑
化
に
よ
り
建
築
の
上
か
ら
鳥
屋
野
潟
を
臨
む
こ
と
が
で
き
る

（
Ａ
）
水
上
体
験
が
で
き
る
自
由
な
水
遊
び
空
間

ヨ
シ
群
落

（
Ｂ
）
保
全
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
湿
地
エ
リ
ア

デ
ッ
キ

（
Ｃ
）
野
鳥
観
察
・
ふ
れ
あ
い
エ
リ
ア

湿
地

　
ヨ
シ
群
落
を
大
き
く
開
い
て
設
け
た
デ
ッ
キ（
A）
か
ら
は
、
順
光
射
す
美
し
い
鳥
屋
野
潟
を

眺
め
ら
れ
る
と
共
に
、
市
街
地
を
バ
ッ
ク
に
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
遊
ぶ
姿（
A）
が
見
え
る
よ
う
に
。

　
散
歩
コ
ー
ス
で
も
あ
る
一
部
の
既
存
園
路
は
残
し
、
湿
地
エ
リ
ア（
B）
を
は
さ
む
形
で
建
築

を
配
置
し
、
鳥
屋
野
潟
へ
視
線
を
抜
け
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
湿
地
エ
リ
ア（
B）
は
在
来
種
の
み
で
構
成
す
る
人
工
湿
地
と
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
潟
へ
の

景
観
誘
導
と
共
に
野
鳥
の
え
さ
に
な
る
昆
虫
類
や
底
生
類
が
暮
ら
す
生
息
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ッ
キ
に
沿
っ
た
野
鳥
観
察
エ
リ
ア（
C）
に
は
、
冬
に
渡
来
し
た
カ
モ
や
マ
ガ
ン
が

集
ま
り
、
阿
賀
野
市
の
瓢
湖
の
よ
う
に
餌
や
り
が
で
き
る
、
間
近
で
野
鳥
と
触
れ
合
え
る
ポ
イ

ン
ト
と
し
、
冬
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

堤
防
整
備
後
（
現
在
）
の
福
島
潟
周
辺

W
et

la
nd

  E
nv

iro
nm

en
t  

Re
se

ar
ch

  L
ab

or
at

or
y,

C
ity

 o
f N

iig
at

a

第
６
号

潟
環
境
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

潟
と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
探
求
し
、

潟
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見
・
再
構
築
。

　
新
潟
市
北
区
に
あ
る
福
島
潟
の
河
川
改
修
事
業
（
新
潟
県
）
が
、
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
と
は
、
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
景
観
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
が
主
催
す
る
顕
彰
制
度
と
し
て
、
20
01
年
に
創
設
さ
れ
、
正

式
名
称
は
「
土
木
学
会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
デ
ザ
イ
ン
賞
」
と
い
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
事
業
主
体
で
あ
る
新
潟
県
新
潟
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
か
ら
の
受
賞
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
「
福
島
潟
の
河
川
改
修
事
業
」
の
、
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
奨
励
賞
受
賞
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
賞
の
対
象
は
、
ビ
ュ
ー
福
島
潟
の
公
園
内
に
整
備
し
た
堤
防
で
あ
り
、
堤
防
と
し
て
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、
公
園
の
景
観
に
配
慮
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
し
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
前
の
河
川
改
修
計
画
で
は
、
公
園
に
隣
接
し
て
い
る
県
道
と
並
行
し
て
堤
防
を
整
備
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
堤
防
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
公
園
利
用
者
や
観
光
に
影
響
を
与
え
、
公
園
の
美
観
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
公
園
と
一
体
化
し
た
堤
防
と
な
る
よ

う
、
公
園
の
利
用
と
景
観
に
調
和
す
る
堤
防
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
公
園
内
の
施
設
よ
り
も
福
島
潟
側
に
堤
防
の
法
線
を
見
直
し
、
施
設
を
利
用
し
や
す
い
位
置
と
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
法
線
に

カ
ー
ブ
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
既
設

園
路
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
か
す
こ
と
で
、

遊
歩
道
と
し
て
も
活
用
し
や
す
い
線
形
と

し
ま
し
た
。
堤
防
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
、

公
園
利
用
者
か
ら
、「
堤
防
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
抵
抗
感
が
な

い
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
福
島
潟
が
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
多
く

の
関
係
者
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
へ
感
謝
の

気
持
ち
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

福
島
潟
が
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
！
 

志
田
　
俊
彦
　
新
潟
県
新
潟
地
域
振
興
局
 地
域
整
備
部
 治
水
課

・
里
潟
の
未
来
を
見
つ
め
、
ひ
ろ
げ
る
…
…
…
…
P
.２

・
山
川
草
木
悉
有
仏
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
P
.３

・
佐潟
と赤
塚砂
丘を
一体
化し
たレ
クリ
エー
ショ
ンゾ
ーン
構想
 …
P
.４

・
潟
研
と
ぴ
っ
く
す
　
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス（
wi
se
 us
e）
っ
て
な
に
？
 …
P
.６

・
郁丸
が探
る！
にい
がた
「潟
」伝
説・
アン
ナ隊
長「
潟を
食べ
る!
!」 …

P
.７

・
潟
の
エ
ッ
セ
イ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
P
.８

新
 潟
 市

20
17
年
３
月



4

佐
潟
と
赤
塚
砂
丘
を
一
体
化
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
構
想
 
澤
口
　
晋
一
　
新
潟
国
際
情
報
大
学
 国
際
学
部
教
授

　
佐
潟
の
遊
歩
道
を
歩
か
れ
た
経
験
を
お
持
ち
の
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
佐
潟
を
取
り
巻
く
砂
丘
ま
で
足
を
の
ば

さ
れ
た
方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
稿
で
は
、
佐
潟
周
辺
に
広
が
る
砂
丘
（
以
下
、
赤
塚
砂
丘
）
の

学
術
的
な
意
味
を
紹
介
し
、
つ
い
で
こ
の
一
帯
の
環
境
と
景
観
そ
し
て
農
業
を
活
か
し
た
新
潟
市
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
と
し
て
の
利
用
を
は
か
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
残
存
す
る
砂
丘
地
形

　
佐
潟
、
越
前
浜
、
四
ツ
郷
屋
に
か
け
て
の
砂
丘
に
は
、
土
地
改
良
に
よ
っ
て
平
坦
化
さ
れ
た
農
地
が
広
が
り
ま
す
が
、
か

つ
て
は
大
き
く
う
ね
る
よ
う
な
起
伏
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
起
伏
が
何
に
由
来
す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を
、
土
地
改
良
以
前
の
古
い
写
真
（
19
48
年
撮

影
）
を
使
っ
て
詳
し
く
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
一
帯
に
は
図
１
に
示
し
た
よ
う
な
「
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク
（
放
物
線
）
砂
丘
」
と
い
う
地
形
が

あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
こ
れ
が
大
き
な
起
伏
を

つ
く
っ
て
い
た
原
因
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
地
形
は
、
冬
季
の
強
い
季
節
風
に
よ
っ
て
砂

丘
の
砂
が
飛
ば
さ
れ
た
結
果
、
風
上
側
に
U
字

の
口
が
開
く
谷
の
よ
う
な
形
状
に
な
っ
た
も
の

で
、
か
つ
て
は
こ
れ
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
形
は
現
在
ほ
ぼ
姿

を
消
し
ま
し
た
が
、
調
査
の
結
果
５
つ
ほ
ど
残

存
し
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
を

と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
新
潟

砂
丘
で
は
こ
こ
だ
け
に
見
ら
れ
る
貴
重
な
地
形

で
す
。

２
．
珍
し
い
大
規
模
地
す
べ
り
地
形

　
地
図
を
見
る
と
、
佐
潟
の
北
岸
の
湖
岸
線
は

潟
側
に
大
き
く
円
弧
状
に
張
り
出
し
て
、
潟
の

幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

の
原
因
は
意
外
な
も
の
で
し
た
。
実
は
佐
潟
の

北
側
の
砂
丘
は
大
き
な
地
す
べ
り
を
起
こ
し
て

い
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
移
動
し
た
土
塊

（
移
動
体
）
が
佐
潟
の
か
つ
て
の
湖
岸
線
を
越

え
て
押
し
寄
せ
た
の
で
す
（
図
１
）。
通
常
、

地
す
べ
り
は
第
三
紀
層
と
呼
ば
れ
る
地
層
や
火

山
地
域
に
多
く
分
布
し
、
砂
丘
の
中
に
こ
ん
な

大
規
模
な
地
す
べ
り
地
形
が
存
在
す
る
と
い
う

例
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
、
地
形

学
的
に
も
重
要
な
も
の
で
す
（
写
真
１
）。
な

お
、
こ
の
地
す
べ
り
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

要
因
で
発
生
し
た
の
か
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

３
．
ク
ロ
マ
ツ
か
ら
エ
ノ
キ
へ

　
か
つ
て
、
こ
の
地
域
の
砂
丘
に
は
ク
ロ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
、
薪
炭
林
あ
る
い
は
防
砂
林
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
燃
料
革
命

に
よ
り
ク
ロ
マ
ツ
林
は
薪
炭
林
と
し
て
の
価
値
を
失
い
ま
し
た
。
管
理
が
行
き
届
か
な
っ
た
林
は
藪
と
化
し
、
さ
ら
に
マ
ツ
ク
イ
虫
の
被
害
が
重
な
っ
て

19
80
年
代
以
降
急
速
に
衰
退
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
定
着
し
た
の
が
エ
ノ
キ
と
い
う
落
葉
広
葉
樹
で
す
（
図
２
）。
現
在
、
こ
の
地
域
に
み
ら
れ

る
高
木
の
85
％
以
上
が
エ
ノ
キ
で
す
。
エ
ノ
キ
は
枝
ぶ
り
が
独
特
で
、
ず
っ
し
り
と
し
た
安
定
感
が
あ
り
ま
す
（
写
真
２
）。
タ
ブ
や
シ
イ
な
ど
の
照
葉

樹
林
は
林
床
が
暗
く
散
策
に
は
向
か
な
い
の
に
対
し
、
エ
ノ
キ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
は
下
草
を
刈
る
な
ど
し
て
整
備
す
れ
ば
、
明
る
く
実
に
気
持
ち
の

よ
い
散
策
の
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
鳥
類
や
昆
虫
類
、
蝶
な
ど
の
繁
殖
場
所
と
な
り
、
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
自
然
観
察
に

図
１
　
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク
砂
丘
の
分
布
と
地
す
べ
り
地
形

写
真
１
　
地
す
べ
り
地
形
全
景
（
図
１
の
 

 か
ら
赤
矢
印
に
向
か
っ
て
撮
影
）

滑
落
崖

凹
地

移
動
体

3

山
川
草
木
悉し
つ
う 有
仏
性
～
日
本
人
の
自
然
観
を
振
り
返
る
～
 

大
熊
　
孝
　
新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
 所
長

　
最
近
、
新
潟
の
潟
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
20
14
年
４
月
に
新
潟
市
に
潟
環
境
研
究
所
の
所
長
を
、
ま
た
20
15
年
４
月
に
水
の
駅

「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」
の
名
誉
館
長
を
お
お
せ
つ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
改
め
て
、
多
く
の
潟
で
山
を
背
景
と
し
て
前
面
に
水
面
が
広
が
る
景
色
が
展

開
し
、「
わ
れ
わ
れ
の
魂
が
還
り
た
が
る
空
間
」
だ
と
癒
さ
れ
て
い
る
。
白
鳥
や
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
が
、
こ
の
景
色
を
空
か
ら
眺
め
、
居
心
地
の
い
い

場
所
と
し
て
毎
年
還
っ
て
く
る
の
も
、
む
べ
な
る
か
な
と
思
う
。

　
日
本
に
は
古
く
か
ら
、「
山
川
草
木
悉
有
仏
性
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
川
草
木
、
す
な
わ
ち
人
間
の
み
な
ら
ず
自
然
界
の
あ
ら

ゆ
る
も
の
に
仏
の
心
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
、
法
然
や
親
鸞
の
浄
土
教
的
な
仏
教
や
道
元
の
曹
洞
宗
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て

明
確
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
縄
文
時
代
か
ら
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
が
宿
る
と
考
え
て
き
た
こ
と
の
延
長
上
に
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て
違
和
感
の
な
い
考
え
方
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
人
間
が
自
然
を
征
服
・
支
配
す
る
と
い
っ
た
西
洋
文
明
の
考
え
方
で
は
な
く
、
自
然
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
無
機
物

で
あ
ろ
う
と
も
、“
い
の
ち
”
の
連
鎖
の
中
で
最
後
は
土
と
水
と
大
気
に
還
る
と
い
う
時
空
間
に
存
在
し
、
す
べ
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
平
等
で
あ
り
な
が
ら
、
人
間
だ
け
は
“
我
”
が
あ
り
、“
欲
”
が
あ
り
、
そ
の
世
界
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。
他
の
命
を
む
や
み
に
収
奪

す
る
う
し
ろ
め
た
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
う
し
ろ
め
た
さ
を
少
し
で
も
自
覚
し
た
い
と
、
せ
め
て
お
盆
の
期
間
だ
け
は
殺
生
を
し
な
い
と
か
、
食
事

を
す
る
と
き
に
、
い
た
だ
く
命
に
感
謝
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
さ
ら
に
、
人
間
は
生
き
て
い
る
う
ち
は
ど
う
し
て
も
穢け
が

れ
て
し
ま
う
の
で
、
せ
め
て
死
後
は
自
然
に
還
り
、
浄
化
さ
れ
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
還
っ
て
い
く
先
の
自
然
は
、
な
に
も
深
山
幽
谷
で
な
く
、
鎮
守
の
森
な
ど
わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
あ
る
山
、

川
、
森
、
海
辺
で
、「
故
郷
」
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
で
き
る
『
場
』
で
あ
れ
ば
良
か
っ
た
。

　
こ
の
思
想
を
体
現
し
て
い
る
人
物
と
し
て
、
良
寛
や
小
林
一
茶
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
私
の
経
験
で
は
映
画
『
阿
賀
に
生
き
る
』（
監
督
・

佐
藤
真
、
19
92
年
完
成
）
に
登
場
し
た
老
人
た
ち
か
ら
、
か
つ
て
の
日
本
人
で
あ
る
な
ら
ば
誰
も
が
こ
の
思
想
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
。『
阿
賀
に
生
き
る
』
の
老
人
た
ち
は
、
新
潟
水
俣
病
を
患
い
な
が
ら
も
、
窓
ガ
ラ
ス
の
破
れ
目
か
ら
室
内
に
入
り
込
ん
で
き
た
朝
顔
を
愛
で
、

鮭
の
鉤
流
し
漁
に
自
然
と
の
共
生
の
根
本
を
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
は
、
明
治
維
新
以
降
の
こ
の
15
0年
間
、
国
力
発
展
の
た
め
に
、
西
洋
近
代
科
学
思
想
を
導
入
し
、
自
然
の
恵
み
を
徹
底
的
に

収
奪
し
、
自
然
災
害
は
わ
れ
わ
れ
の
敵
と
し
て
撲
滅
す
る
こ
と
を
金
科
玉
条
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
第
２
次
世
界
大
戦
で
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
も

3,
00
0万
人
を
超
え
る
死
者
を
出
し
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
果
て
に
は
、
自
然
災
害
を
克
服
で
き
な
い
ま
ま
多
く
の
死
者
を
出
し
、
水
俣
病
や

福
島
原
発
事
故
で
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
自
然
破
壊
、
人
間
破
壊
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
21
世
紀
は
、
こ
の
こ
と
を
反
省
し
て
、
自
然
と
共
生
す
る
以
外
に
歩
む
道
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
（
19
71
年
制
定
）
や
生
物
多
様
性
条
約
（
19
92
年
制
定
）
な
ど
で
、
す
で
に
世
界
的
に
は
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
が
、
ま
だ
人
類
は
そ

の
域
に
達
し
て
い
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
縄
文
時
代
以
来
、
生
き
物
を
大
切
に
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
い
う
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
（
賢
明
な
利
用
）
を
実
践
し
て
き
て
い
た
。

「
山
川
草
木
悉
有
仏
性
」
と
い
う
優
れ
た
思
想
を
復
活
し
、
世
界
に
広
め
る
こ
と
で
、
改
め
て
自
然
と
の
共
生
を
確
か
な
も
の
に
す
る
時
代
へ
と
進

み
た
い
も
の
で
あ
る
。

佐
潟
　
［
写
真
提
供
・
佐
藤
安
男
］

角
田
山
を
背
景
と
し
た
水
面
に
飛
び
立
つ
白
鳥
が
美
し
い
。
た
だ
、
左
の
ゴ
ル
フ
の
練
習
場
は
弥
彦
山
を
隠
し
て
お
り
、
新
潟
人
の
“
心
の
故
郷
”
 が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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皆
さ
ん
は
「
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス

（
賢
明
な
利
用
）」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
日
常
の
中
で
は
、
な
か
な
か
そ
の
言
葉
に
出
会
う
場
面
が
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
言
葉
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
非
常
に
深
い

関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
当
研
究
所
で
は
、
平
成
28
年
７
月
～
８
月
に
か
け
て
、
20
歳
以

上
の
市
民
20
00
人
を
対
象
に
、
潟
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
右
図
の
よ
う
な
結
果
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
号
で

は
、
皆
さ
ん
に
、
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
が
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
知
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
が
取
り
組
む
２
つ
の
事
例
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
！

そ
の
前
に
…

そ
も
そ
も
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
お
け
る
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
っ
て 
??
?

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
は
、
人
間
の
行
為
を
厳
し
く
規
制
し
て
湿
地

を
守
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
湿
地
生
態
系
の
機
能
や
湿
地
か
ら
得

ら
れ
る
恵
み
を
維
持
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
心
が
よ
り
豊

か
に
な
る
よ
う
な
湿
地
の
活
用
を
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
（
賢
明
な
利
用
）

と
い
い
ま
す
。
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
は
、
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
や
産

業
な
ど
の
社
会
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
湿
地
の
保
全
を

推
進
し
、
子
孫
に
湿
地
の
恵
み
を
受
け
継
い
で
い
く
た
め
の
重
要
な

考
え
方
な
の
で
す
。

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
（
w
is
e 
u
se
）
っ
て
な
に
？

潟
研

と
ぴ
っ
く
す

■
図
２
 ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
の
認
知
度

漁
協
特
製「
鯉
の
旨
煮
」。
酒
、醤
油
、み
り
ん
で

煮
た
豪
快
な
一
品
。お
酒
と
の
相
性
も
抜
群
！

漁
協
に
よ
る
準
備
の
様
子
。
い
と
も
簡
単

に
魚
を
さ
ば
い
て
い
く
。

新
潟
市
に
お
け
る
潟
の
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
の
事
例
紹
介
　
　
　

　
国
内
で
よ
く
参
考
事
例
と
し
て
挙
が
る
も
の
と
し
て
、
蕪
栗
沼
（
宮
城
県
）
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
の
よ
う
な
生
態
系
に
配
慮
し
た
「
持
続
可
能
な
産
業

（
農
業
・
漁
業
・
観
光
）」
、
片
野
鴨
池
（
石
川
県
）
の
坂
網
猟
の
よ
う
な
「
伝
統
的
な
知
恵
と
技
」、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
体
験
の
よ
う
な

「
憩
い
と
遊
び
」
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
「
食
」
と
い
う
面
か
ら
新
潟
市
の
事
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
「
鯉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
込
み
」

一
度
揚
げ
て
独
特
の
ク
セ
を
消
し
、
味
噌
を

溶
か
し
た
赤
ワ
イ
ン
で
煮
込
ん
で
い
る
。

←
こ
の
取
り
組
み
は
新
潟
市
の
「
潟
の
魅
力

創
造
市
民
活
動
補
助
金
」
を
活
用
。

■
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
３
つ
の
柱

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
認
知
度
に
比
べ
、「
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
」
と
い
う
言
葉
も
内
容
も
知
ら

な
か
っ
た
人
が
約
８
割
弱
と
い
う
結
果
に
…

■
図
１
 ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
認
知
度

言
葉
も
内
容
も

良
く
知
っ
て
い
た

…
５
.2
％

不
明
…
2
.1
％

言
葉
も
知
っ
て
い
た
し
、

内
容
も
大
体
知
っ
て
い
た

…
2
7
.1
％

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た

…
3
5
.5
％

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

内
容
は
知
ら
な
か
っ
た

…
　
1
5
％

言
葉
も
内
容
も
知
ら
な

か
っ
た
（
今
回
の
調
査

で
初
め
て
聞
い
た
）

…
1
5
.1
％

言
葉
も
内
容
も
知
ら
な

か
っ
た
（
今
回
の
調
査

で
初
め
て
聞
い
た
）

…
1
5
.1
％

言
葉
も
内
容
も
良
く

知
っ
て
い
た
…
0.
8％

言
葉
も
知
っ
て
い
た
し
、

内
容
も
大
体
知
っ
て
い
た
…
３
.4
％

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

内
容
は
あ
ま
り
知
ら
な

か
っ
た
…
8.
8％

言
葉
も
内
容
も
知
ら
な
か
っ
た

（
今
回
の
調
査
で
初
め
て
聞
い
た
）

…
7
8
.3
％

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

内
容
は
知
ら
な
か
っ
た

…
6.
5％

言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

内
容
は
知
ら
な
か
っ
た

…
6.
5％

不
明
…
2
.2
％

　
鳥
屋
野
潟
か
ら
冬
の
新
潟
の
魅
力
を
発
信
す
る
目
的
で
、
鳥
屋
野
潟

漁
業
協
同
組
合
の
協
力
の
も
と
、
新
潟
市
南
商
工
振
興
会
主
催
で
「
と

や
の
潟
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
漁
師
が
と
っ

た
コ
イ
や
メ
ナ
ダ
（
地
元
で
は
ボ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
を
使
い
、
鳥

屋
野
潟
周
辺
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
考
案
し
、
期
間
限
定
で
提
供
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。

　
今
年
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
々
が
長
年
親
し
ん
で
き
た
食

べ
方
と
は
異
な
る
斬
新
な
メ
ニ
ュ
ー
が
、
お
客
さ
ん
に
も
好
評
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
再
び
鳥

屋
野
潟
の
魚
が
地
域
に
根
付
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
新
潟
市
中
央
区
の
長
潟
地
区
で
、
山
潟
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

と
鳥
屋
野
潟
漁
業
協
同
組
合
が
企
画
し
た
「
鳥
屋
野
潟
の
恵
み
を
考

え
、
食
す
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
20
年
前
に
地
域
の
人
た
ち

が
始
め
た
会
で
す
が
、
今
回
で
18
回
目
を
迎
え
、
今
で
は
、
地
域
住
民

や
関
係
者
を
含
め
、
幅
広
い
世
代
か
ら
10
0人
以
上
が
集
ま
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
当
研
究
所
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
作
る
、
鳥
屋
野
潟
の
鯉
の
団
子
汁
、
ラ

イ
ギ
ョ
の
天
ぷ
ら
、
ス
ジ
エ
ビ
の
素
揚
げ
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
。
漁
師
た
ち
が
「
川
魚
独
特
の
ク
セ
を
活
か
す
食
べ
方
を
」
と
こ
だ

わ
る
鯉
の
旨
煮
や
鯉
こ
く
に
、
参
加
者
の
中
で
は
懐
か
し
い
と
思
う
人

も
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
鳥
屋
野
潟
と
周
辺
の
田
や
水
路
で
は
盛
ん
に
漁
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
様
子
を
知
る
人
々
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
試

食
会
の
前
に
勉
強
会
と
し
て
鳥
屋
野
潟
に
関
す
る
講
演
も
あ
り
、
鳥

屋
野
潟
の
過
去
と
未
来
の
話
を
聞
い
た
後
に
食
べ
る
鳥
屋
野
潟
の
恵
み

は
、
と
て
も
味
わ
い
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

①
と
や
の
潟
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
（
平
成
29
年
2月
～
3月
）

②
鳥
屋
野
潟
の
恵
み
を
考
え
、
食
す
る
会
（
平
成
29
年
2月
）

交
流
・
学
習

（
C
E
P
A
）

保
全
・
再
生

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス

（
賢
明
な
利
用
）
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も
向
き
ま
す
。

４
．
驚
き
の
大
根
1,
00
0万
本
！

　
佐
潟
周
辺
は
日
本
で
も
有
数
の
砂
丘
地
農
業
地
域
で
あ
り
、
広
大
な
農
地
が
展
開
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
季
節
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
が
栽
培
さ
れ

ま
す
。
３
月
に
は
銀
色
の
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
の
縞
模
様
が
砂
丘
を
覆
い
つ
く
し
ま
す
。
ス
イ
カ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
タ
バ
コ
な
ど
な
ど
、
成
長
期
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
潅
漑
も
見
も
の
で
す
。
秋
に
は
、
一
面
が
大
根
畑
に
変
わ
り
農
家
の
方
々
が
収
穫
に
勤
し
む
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
出
荷
さ

れ
る
大
根
は
毎
年
1,
00
0万
本
超
！
新
潟
市
内
に
お
住
ま
い
で
も
、
こ
の
砂
丘
農
地
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
潟
の
も
う
一
つ
の
農
業
景
観
と
し
て
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

５
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
整
備
と
そ
の
意
義

　
佐
潟
は
、
地
元
の
方
々
の
熱
心
な
活
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
が
新
潟
市
内
外
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
訪
れ
る
人
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
周
辺
の
砂
丘
に
目
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
佐
潟
の
水
は
砂
丘
に
降
っ
た
雨
水
が
深
く
浸
透
し

て
、
地
下
水
と
な
り
そ
れ
が
湧
き
水
と
な
っ
て
湧
出
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
両
者
は
完
全
に
一
体
の
系
で
あ
り
、
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
20
周
年
を
契
機
に
、
佐
潟
と
そ
の
周
辺
の
砂
丘
を
一
体
化
し
た
利
用
と
保
全
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的

に
は
、
佐
潟
か
ら
砂
丘
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
上
述
し
た
地
形
や
樹
林
地
そ
し
て
農
業
景
観
を
観
察
し
な
が
ら
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
を
設
置
す
る
の
で

す
（
図
３
）。
ル
ー
ト
上
に
は
観
察
ポ
イ
ン
ト
を
お
き
、
説
明
版
を
設
け
ま
す
。
見
晴
ら
し
の
よ
い
場
所
に
は
屋
根
つ
き
の
休
憩
所
が
設
置
で
き
れ
ば
理

想
的
で
す
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
、
西
に
日
本
海
と
佐
渡
島
、
東
に
越
後
平
野
を
隔
て
鳥
海
、
朝
日
・
飯
豊
連
峰
か
ら
守
門
、
越
後
三
山
、
巻
機
、
苗
場
と

続
く
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
野
菜
の
収
穫
期
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
と
野
菜
採
り
を
兼
ね
た
ツ
ア
ー
を
農
家
と
の
契
約
で
企
画
す
れ
ば
、
よ
り
充
実

し
た
体
験
と
な
る
で
し
ょ
う
。
エ
ノ
キ
の
樹
林
地
の
保
全
・
整
備
は
、
水
の
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
設

置
が
可
能
と
な
る
砂
丘
地
は
、
日
本
で
も
こ
こ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
新
潟
市
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む
価
値
は
大
い
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図
３
　
佐
潟
・
赤
塚
砂
丘
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
と
観
察
ポ
イ
ン
ト

図
２
　
1
9
4
8
年
に
お
け
る
ア
カ
マ
ツ
林
の
分
布
（
左
）
と
2
0
0
5
年
に
お
け
る
落
葉
広
葉
樹
林
（
エ
ノ
キ
）
の
分
布
（
右
）

写
真
２
　
エ
ノ
キ
の
枝
ぶ
り

観
察
ポ
イ
ン
ト

①
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

②
浜
堤
列
Ⅱ
と
新
砂
丘
Ⅲ
の
境
界

③
鷲
山
稜
線
か
ら
36
0°
パ
ノ
ラ
マ

④
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク
砂
丘
（
上
方
か
ら
）

⑤
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク
砂
丘
（
下
方
か
ら
）

⑥
御
手
洗
潟
南
端
の
地
形

⑦
地
す
べ
り
滑
落
崖

⑧
パ
ラ
ボ
リ
ッ
ク
砂
丘
と
佐
渡
の
眺
望

⑨
地
す
べ
り
移
動
体

⑩
地
す
べ
り
全
体
俯
瞰

⑪
地
す
べ
り
移
動
体
上
の
微
地
形

⑫
中
道

⑬
上
潟
俯
瞰

⑭
ア
メ
ダ
ス
測
候
所

⑮
佐
潟
全
体
俯
瞰

⑯
湧
水
地

⑰
馬
蹄
形
凹
地
連
続
区
間

⑱
浜
堤
列
Ⅰ
の
浜
堤
と
堤
間
地

ク
ロ
マ
ツ
林

四
ツ
郷
屋

赤
塚

御
手
洗
潟

佐
潟

上
潟

越
前
浜

海
岸
防
砂
林

ク
ロ
マ
ツ
林
（
幼
樹
林
）

四
ツ
郷
屋

赤
塚

御
手
洗
潟

佐
潟

越
前
浜

5
2
.3

海
岸
防
砂
林

広
葉
樹
林
（
エ
ノ
キ
林
）
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新
潟
市
の
中
心
市
街
地
に
隣
接
す
る
鳥
屋
野
潟
。
そ
の
南
に
清
五
郎
地
区
が
あ
り
ま
す
。
潟
に
隣
接
す
る
場
所
に
大
き
な
一
本
の
松
が
あ
り
、
そ

の
ふ
も
と
に
は
土
地
の
歴
史
を
記
す
碑
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
両
側
に
、
清
五
郎
開
拓
八
人
衆
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
静
か
に
立
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
20
09
年
の
「
水
と
土
の
芸
術
祭
」
で
生
ま
れ
た
中
学
生
の
作
品
で
す
。
彼
ら
は
、
水
と
共
生
し
、
こ
の
地
を
開
拓
し
た
人
々
の
歴

史
や
風
土
を
学
び
な
が
ら
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
春
、
一
本
松
周
辺
は
満
開
の
桜
で
覆
わ
れ
、
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
や
が
て
夏
の
風
が
湖
面
を
吹
き
渡
り
、
八
人
衆
の
隙
間
を
抜
け

て
い
き
ま
す
。
色
づ
く
秋
、
そ
し
て
沈
黙
の
冬
。
流
木
や
竹
穂
、
藁
な
ど
で
つ
く
ら
れ
た
姿
は
、
四
季
折
々
の
景
色
に
す
っ
か
り
溶
け
込
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　
時
折
、
近
く
の
ベ
ン
チ
で
憩
う
人
た
ち
や
絵
を
描
く
人
の
姿
を
見
か
け
ま
す
。
通
り
が
か
り
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
人
も
い
ま
す
。
新
聞
に
応
援
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
た
く
さ
ん
の
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
校
の
美

術
の
教
科
書
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
清
五
郎
地
区
の
方
を
は
じ
め
、
鳥
屋
野
潟
漁
協
の
皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
活
動
に
、

い
つ
も
全
面
的
に
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。「
一
本
松
と
碑
と
八
人
衆
、
こ
れ
は
も
う
三
位
一
体
だ
。
壊
さ
ず
に
残
し
て
ほ
し
い
。」
と
の

お
話
し
を
何
度
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
６
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
熱
い
日
差
し
や
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
た
八
人
衆
は
多
く
の
部
品
が
風
化
し
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
こ
れ
と
話
し
合
い
ま

し
た
が
、
新
潟
市
が
推
進
す
る
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
の
一
環
）
と
し
て
思
い
切
っ
て
解
体
修
理
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
広
く
市
民
に
参
加
を

募
り
進
め
る
と
い
う
企
画
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
の
思
い
や
願
い
が
、
私
た
ち
の
活
動
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
中
、
延
べ
、
約
60
人
の
方
が
、
共
に
汗
を
流
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
親
子
で
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
傷
ん
だ
部
品
を

取
り
替
え
組
み
直
し
て
ゆ
く
作
業
は
、
当
時
の
中
学
生
の
思
い
を
一
つ
一
つ
辿た
ど

っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　
も
の
の
か
た
ち
を
残
す
だ
け
な
ら
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
、
簡
単
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
か
た
ち
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
繋
い
で
い
く
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
や
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
不
安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
参
加
型
で
行
っ
た
今
回
の
解
体
修
理
は
、
大
き

な
成
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
や
、
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
市
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
時
の
流
れ
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
思
い
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

発
　
行

平
成
29
年
３
月

新
潟
市
地
域
・
魅
力
創
造
部
 潟
環
境
研
究
所
事
務
局

〒
95
1-
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50

新
潟
市
中
央
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学
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町
通
１
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（
市
役
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本
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４
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☎
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本
市
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
「
里
潟
（
さ
と
か
た
）」
と
も

い
う
べ
き
個
性
豊
か
な
潟
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
当
研
究
所
は
、
こ
れ

ら
の
潟
と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
探
求
し
、
潟
の
魅
力
や
価
値
を
再
発

見
・
再
構
築
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
潟
に
関
わ
る
多
く
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
や
歴
史
、

暮
ら
し
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

Fa
ce
bo
ok

ペ
ー
ジ

星
　
伸
二
／
清
五
郎
倶
楽
部
代
表

「
清
五
郎
開
拓
八
人
衆
」を
未
来
へ
つ
な
ぐ

６

潟
の
エ
ッ
セ
イ

新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
に
つ
い
て

清
五
郎
開
拓
八
人
衆

新
潟
市
内
に
点
在
す
る
湖
沼「
潟
」に
関
わ
る
資
料
や
情
報
を
ま
と
め
た
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
す
。
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の
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ル
博
物
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潟
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、“
猫
仙
人
”
郁
丸
が
、
に
い
が
た
の
「
潟
伝
説
」
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
紹
介
し
て
く
れ

ま
す
。
さ
て
毎
回
ど
ん
な
伝
説
が
飛
び
出
す
か
…
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

郁
丸
が
探
る
！
に
い
が
た
「
潟
」
伝
説

鏡か
が
み

　
潟が
た

　
み
ん
な
は
知
っ
て
い
た
か
な
、
潟
に
は
た
く
さ
ん
の
伝
説
が
あ
る
こ
と
を
！
今
回
は
「
鏡
潟
」
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
探
っ
て
き
た
よ
。

　
西
蒲
区
の
潟
上
、
船
越
、
横
曽
根
地
域
に
、
昔
、
鏡
潟
と
い
う
潟
が
あ
っ
た
。
潟
の
近
く
の
家
の
娘
が
井
戸
の
水
鏡
を
見
な
が
ら
髪

を
と
か
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
さ
て
は
井
戸
に
落
ち
た
の
で
は
な
い
か
と
井
戸
の
中
を
探
し
た
ら
、
一

匹
の
小
さ
な
蛇
が
い
た
ん
だ
。
こ
の
蛇
、
体
の
わ
り
に
眼
だ
け
が
大
き
い
の
で
、
み
ん
な
が
不
審
に
思
っ
て
打
ち
殺
し
た
ん
だ
。
蛇
は

小
さ
く
化
け
て
も
目
の
大
き
さ
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
。
蛇
は
断
末
魔
を
あ
げ
て
死
に
、
大
蛇
に
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
年
々
鏡
潟
が
浅
く
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。
蛇
は
古

語
で
「
カ
ガ
」
と
い
う
か
ら
鏡
潟
は
蛇か
が
め
が
た

目
潟
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

　
他
に
も
不
思
議
な
話
が
あ
る
よ
。
鏡
潟
に
は
島
が
あ
り
、
榎え
の
き が
生
え
て
い

た
。
潟
が
消
え
て
も
榎
は
残
っ
て
い
た
。
こ
の
木
の
下
に
高
貴
な
方
が
佇
ん

で
い
る
の
を
見
た
人
が
い
て
、
そ
の
装
束
か
ら
天
神
様
で
は
な
い
か
と
噂
に

な
っ
て
村
の
長
が
京
都
の
北
野
天
満
宮
に
参
拝
し
、
北
野
の
地
に
天
神
様
を

勧か
ん
じ
ょ
う

請
し
た
の
だ
っ
て
。

　
さ
て
、
今
回
は
こ
の
辺
で
。
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
次
の
お
も
し
ろ
そ
う
な
話

を
探
り
に
行
く
か
…
い
ざ
さ
ら
ば
！
 
（
参
考
文
献
/岩
室
村
村
誌
/昭
和
八
）

２

ア
ン
ナ
隊
長

「
潟

を
食
べ
る
!!」

❷

勝
手
気
ま
ま
に
潟
食
文
化
探
検
!?

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
潟
食
文
化
探
検
隊
を
ひ
そ
か
に
立
ち
上
げ
、
と
り
あ
え

ず
隊
長
に
就
任
し
た
、
ア
ン
ナ
隊
長
こ
と
隅
 杏
奈
（
潟
環
境
研
究
所
事
務
局

研
究
員
）
が
、
潟
周
辺
地
域
の
人
々
か
ら
教
わ
っ
た
潟
の
食
材
を
実
際
に
食
べ

て
み
る
！
と
い
う
企
画
。
さ
て
、
今
回
の
内
容
は
何
で
す
か
～
ア
ン
ナ
隊
長
！

　
今
回
は
、
潟
端
地
域
の
師
匠
ら
に
「
カ
モ
」
の
こ・

・
・
・

し
ら
え
方
を
教
わ
り
ま
し

た
よ
～
。
カ
モ
ン
！

郁
丸
（
ふ
み
ま
る
）

鏡
潟
の
蛇

潟
と
カ
モ

　
か
つ
て
、
新
潟
市
域
で
は
西
蒲
原
地
域
を
中
心
に
カ
モ
と
り
が
行
わ

れ
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
潟
や
湛
水
田
に
降
り
立
つ
カ
モ
は
、
農
閑
期
の

収
入
源
で
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
西
蒲
区
の
仁
箇
堤
で
は
、
昭
和
初

期
頃
か
ら
サ
カ
ウ
チ
組
合
が
で
き
、
坂
内
網
と
呼
ば
れ
る
網
で
カ
モ
や
タ

カ
ブ
を
と
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。（
生
業
と
し
て
の
カ
モ
と
り
に
つ
い

て
は
『
蒲
原
の
民
俗
』
金
塚
友
之
亟
著
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。）

　
現
在
、
新
潟
市
の
福
島
潟
・
佐
潟
・
鳥
屋
野
潟
と
そ
の
周
辺
は
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
場
所
で
猟
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
潟
端

地
域
の
住
民
に
聞
き
取
り
を
す
る
と
、
潟
で
の
カ
モ
と
り
の
経
験
が
あ

る
人
が
い
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
、
11
月
15
日
～
翌
年
２
月
15
日
の
狩

猟
期
間
に
は
狩
猟
区
域
で
自
ら
カ
モ
を
と
り
、
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

カ
モ
を
こ
し
ら
え
る

　
佐
潟
が
あ
る
赤
塚
地
域
や
上
堰
潟
近
く

の
松
野
尾
地
域
の
人
々
に
、
カ
モ
の
こ
し

ら
え
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
カ
モ
の
毛
を

丁
寧
に
手
で
む
し
っ
て
、
稲
わ
ら
に
火
を

着
け
て
、
残
り
の
毛
を
あ
ぶ
っ
て
か
ら
、

さ
ば
き
ま
す
。
毎
年
、
自
分
で
と
っ
た
カ

モ
を
こ
し
ら
え
て
、
仲
間
や
家
族
に
振
る
舞
う
そ
う
で
す
。

　
潟
端
の
師
匠
は
「
こ
れ
を
こ
し
ら
え
て
い
る
と
き
が
一
番
面
白
い
ん
だ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
モ
の
生
態
に
つ
い
て
、「
夜
に
田
で
ご
飯
を
食
べ

て
、
朝
に
な
る
と
潟
や
川
に
戻
っ
て
い
く
ん
だ
。
朝
う
っ
た
カ
モ
は
も
み
殻

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
る
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
さ
ば

き
な
が
ら
、「
カ
モ
に
は
な
り
た
く
な
い
な
ぁ
」
と
笑
う
師
匠
で
し
た
。

　
最
後
に
。
小
林
一
茶
が
カ
モ
に
つ
い
て
詠
ん
だ
句
を
紹
介
し
ま
す
。

　
春
雨
や
　

　
食
わ
れ
残
り
の
　
鴨
が
鳴
く

　
一
茶
は
何
を
想
っ
て
詠
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　
任
務
完
了
(^
_^
)ゞ

昨
年
の
暮
れ
に
カ
モ
汁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
菜
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

シ
イ
タ
ケ
等
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
と
一
緒
に
炊
い
て
ま
す
。
カ
モ
の
出
汁
と
油

が
染
み
出
て
と
て
も
美
味
し
い
！
シ
メ
に
は
お
餅
を
い
れ
て
。
最
高
で
し
た
。

カ
モ
の
塩
漬
け
。保
存
食
と
し
て
作
る

そ
う
。ネ
ギ
と
豆
腐
と
と
も
に
汁
に
す

る
の
が
一
番
美
味
し
い
そ
う
で
す
。

（
鳥
屋
野
潟
付
近
で
の
聞
き
取
り
よ
り
）
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N

―
こ
の
マ
ッ
プ
と
と
も
に
、新
た
な「
潟
」の
魅
力
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
―

※
表
紙
に
掲
載
の
図
は
、各
潟
の
形
を
表
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、実
際
の
大
き
さ
の
比
率
と
は
異
な
り
ま
す
。

新
潟
市
の
潟（
湖
沼
）

潟
M
A
Pかたマップ

M
at
su

h
am

an
o
ik
e

H
yo

ta
n
ik
e

K
it
ay

am
ai
ke

❽
き
た
や
ま
い
け

M
it
ar

as
eg

at
a

12
み
た
ら
せ
が
た

N
ik
at
su

ts
u
m
i

16
に
か
つ
つ
み

❶
ふ
くし
ま
が
た

U
ch

in
u
m
ag

at
a

❷
う
ち
ぬ
ま
が
た

Ju
n
ig
at
a

❸
じゅ
う
に
が
た

F
u
ku

sh
im

ag
at
a

❺
じゅ
ん
さ
い
い
け

T
o
ya

n
o
g
at
a

❻
と
や
の
が
た

S
ei
g
o
ro

g
at
a

❼
せ
い
ご
ろ
う
が
た

Ju
n
sa

ii
ke

❾
ろ
くご
う
の
い
け

K
it
ak

am
in
o
ik
e

10
き
た
か
み
の
い
け

S
ak

at
a

11
さ
か
た

R
o
ku

g
o
n
o
ik
e

13
ど
ん
ち
い
け

K
an

em
ak

in
o
ik
e

M
it
o
w
ai
ke

14
か
ね
ま
き
の
い
け

　
み
と
わ
い
け

U
w
as

ek
ig
at
a

15
う
わ
せ
き
が
た

D
o
n
ch

ii
ke

❹
ま
つ
は
ま
の
い
け

ひ
ょう
た
ん
い
け

古
く
か
ら
越
後
平
野
の
湖
沼
は
、そ
の
成
り
立
ち
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、総
称
し
て「
潟
」と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

潟
は
多
く
の
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
、憩
い
や
活
動
の
場
と
し
て
“ふ
る
さ
と
”を
象
徴
す
る
存
在
で
す
。

「
潟
」で
見
る・
楽
し
む

ハ
ク
チ
ョ
ウ
類

ト
ン
ボ

水
生
植
物

菜
の
花

サ
ク
ラ

散
策

面
積
が
市
内
最
大
の
潟
。国
の
天
然

記
念
物
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の
越
冬
地
で

は
飛
来
数
が
日
本
一
で
す
。ま
た
、希

少
植
物
オ
ニ
バ
ス
の
日
本
北
限
の
自

生
地
で
も
あ
り
ま
す
。

面
積：
約
26
2h
a 
 水
面
標
高：
ー
0.
7m

所
在
地：
新
鼻
甲
ほ
か

❶
福
島
潟（
ふ
くし
ま
が
た
）

北
 区

福
島
潟
と
つ
な
が
っ
て
い
た
小
さ
な

潟
。江
戸
時
代
に
築
堤
さ
れ
た
山
倉

新
道（
や
ま
くら
し
ん
ど
う
）に
よ
っ
て
、

福
島
潟
か
ら
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

面
積：
約
1.
15
ha
  水
面
標
高：
ー
0.
6m

所
在
地：
内
沼

❷
内
沼
潟（
う
ち
ぬ
ま
が
た
）

北
 区

蛇
行
し
た
阿
賀
野
川
の
一
部
が
残
っ

た
三
日
月
湖
。か
つ
て
は
阿
賀
野
川

の
本
流
で
し
た
。地
元
で
は「
古
阿
賀

（
ふ
る
あ
が
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

❸
十
二
潟（
じ
ゅ
う
に
が
た
）

北
 区

阿
賀
野
川
と
日
本
海
の
す
ぐ
そ
ば
の

砂
丘
地
に
位
置
す
る
池
。希
少
な
ト

ン
ボ
類
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
積：
約
2.
2h
a  
 水
面
標
高：
0.
5m

所
在
地：
松
浜

❹
松
浜
の
池
/ひ
ょう
た
ん
池

　（
まつ
はま
のい
け/
ひょ
うた
んい
け）

北
 区

阿
賀
野
川
の
河
道
跡
に
で
き
た
池
。

ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

面
積：
約
1.
6h
a  
 水
面
標
高：
6.
5m

所
在
地：
六
郷

❾
六
郷
ノ
池（
ろ
くご
う
の
い
け
）

秋
葉
区

能
代
川
左
岸
の
堤
防
沿
い
の
県
道
の

脇
に
あ
る
小
さ
な
池
。地
元
で
は「
切

所（
き
りし
ょ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

面
積：
約
0.
2h
a  
 水
面
標
高：
4.
3m

所
在
地：
北
上

10
北
上
の
池（
き
た
か
み
の
い
け
）

秋
葉
区

上
潟（
う
わ
か
た
）と
下
潟（
し
た
か
た
）

の
二
つ
か
ら
成
る
潟
。1
9
9
6（
平
成

8
）年
3月
に
、周
辺
湿
地
部
を
含
め

て
、ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

面
積：
約
44
ha
  水
面
標
高：
4.
8m

所
在
地：
赤
塚

11
佐
潟（
さ
か
た
）

西
 区

佐
潟
の
北
側
に
あ
る
潟
。こ
の
潟
の

名
前
は
、か
つ
て
近
く
の
神
社
に
お

参
り
す
る
際
、こ
こ
で
手
を
洗
い
、身
を

清
め
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

面
積：
約
6.
5h
a  
 水
面
標
高：
6.
6m

所
在
地：
赤
塚

12
御
手
洗
潟（
み
た
ら
せ
が
た
）

西
 区

面
積：
約
5.
4h
a 
 水
面
標
高：
1.
6m

所
在
地：
平
林
、十
二
、灰
塚

に
い
が
た
の「
潟
」

越
後
平
野
は
低
湿
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
、戦
国
時
代
に
は
現
在
よ
り
多
く
の
潟
が
点
在
し
て
お
り
、福
島
潟
や
鳥
屋
野
潟
な
ど
は
、そ
の
頃

か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。越
後
平
野
の
変
遷
を
た
ど
る
と
、新
潟
市
内
の
潟
が
、ど
の
よ
う
に
そ
の
姿
か
た
ち
を
変
え
て
い
っ
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
新
潟
市
発
行『
新
潟
市
史
 通
史
編
1
』p
.1
6「
越
後
平
野
の
概
観
」、

　
新
潟
市
歴
史
博
物
館
発
行『
絵
図
が
語
る
 み
な
と
新
潟
』

　
p.
10
「
戦
国
時
代
の
三
ヶ
津
と
新
潟
市
域
の
み
な
と
」を
も
と
に
作
成

■
国
土
地
理
院
５
万
分
の
１
地
形
図（
昭
和
27
年
）を
も
と
に
作
成

島
見
潟 福
島
潟 笹
岡
城

水
原

阿 賀 野 川
信 濃 川

白
蓮
潟

木
場
城

鎧
潟

早
潟

佐
潟

上
堰
潟

楊
枝
潟

角 田 山

天
神
山
城

弥 彦 山

笹 神 丘 陵

新 津 丘 陵

大
婦
潟

鳥
屋
野
潟

菅 名 岳

田
潟大
潟

戦
国
時
代

（
14
00
～
15
00
年
代
頃
）

角 田 山

弥 彦 山

新 津 丘 陵
菅 名 岳

鳥
屋
野
潟阿 賀 野 川

鎧
潟

大
潟

佐
潟

上
堰
潟

福
島
潟

信 濃 川

笹 神 丘 陵

昭
和
30
年
頃

（
19
55
年
頃
）

※「
水
面
標
高
」と
は
、東
京
湾
の
平
均
海
面（
T.
P.
）を
標
高
0m
に
し
た
水
面
の
高
さ
の
こ
と
で
す
。信
濃
川
河
口
付
近
の
日
本
海
の
海
面
は
、東
京
湾
よ
り
0.
5m
程
度
高
くな
っ
て
い
ま
す
。
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西
区

東
区

とよ
さ
か

北
区

阿 賀
野 川

信 濃 川
中 ノ 口 川

4

3
8 10

2

南
区

秋
葉
区

16

内
沼
潟

十
二
潟

瓢
湖

上
堰
潟 仁
箇
堤

新
川

西
川

信
濃
川

金
巻
の
池
/水
戸
際
池

13

12

佐
潟

御
手
洗
潟

ド
ン
チ
池

小
阿
賀
野
川

江
南
区

9
阿
賀
野
市

10

北
山
池

六
郷
ノ
池

北
上
の
池

鳥
屋
野
潟

清
五
郎
潟

5

76

じ
ゅ
ん
さ
い
池

福 島
潟

放 水
路

7

8

8

49

11
3

40
2

46
0

40
3

●
北
区
郷
土
博
物
館

角
田
山

（
標
高
4
8
1
.7
m
）

●
江
南
区

郷
土
資
料
館

●
新
潟
市

歴
史
博
物
館

（
み
な
と
ぴ
あ
）

◎
新
潟
市
役
所

白
新
線

信 越 本 線

に
い
が
た

ひ
が
し
に
い
が
た

新
潟
空
港

か め だ

さ つ き
の

に い つ

ま
き

新
潟
西
IC

豊
栄
新
潟
東
港
IC

女
池
IC

桜
木
IC弁
天
IC

新
津
IC

●

豊
栄
IC

中
央
区

潟
東
歴
史

民
俗
資
料
館

日
本
海
東
北
自
動
車
道

北 陸 自 動 車 道

関 屋
分 水
路

新 潟
西 港

磐 越
自 動
車 道

上 越 新 幹 線

0
3k
m

6k
m

えち
ごあ
かつ
か

西
蒲
区

越 後 線

11
6

黒
埼
P
A

【
黒
埼
ス
マ
ー
ト
IC
】

14

新
潟
中
央
IC

11
15

● 佐
潟
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー

● 水
の
駅

「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」

福
島
潟

1

松
浜
の
池
/ひ
ょ
う
た
ん
池 00

3k
m

3k
m

6k
m

6k
m

※
こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、自
然
に
で
き
た
湖
沼
の
ほ
か
、

歴
史
的
に
人
と々
関
わ
り
の
深
い
水
辺
空
間
とし
て
16
の
潟（
湖
沼
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

亀
田
砂
丘
の
く
ぼ
地
に
で
き
た
池
。

池
を
中
心
に
公
園
が
整
備
さ
れ
、園

内
で
は
緑
色
の
花
を
咲
か
せ
る
桜

「
御
衣
黄（
ぎ
ょ
い
こ
う
）」
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

面
積：
約
1.
6h
a  
 水
面
標
高：
0.
4m

所
在
地：
北
山

❽
北
山
池（
き
た
や
ま
い
け
）

江
南
区

農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

堤
。こ
こ
で
は
、昭
和
の
中
頃
ま
で

「
サ
カ
ウ
チ
ア
ミ
」と
呼
ば
れ
る
道
具
を

使
っ
た
鴨
猟
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　 面
積：
約
5.
6h
a  
 水
面
標
高：
9.
2m

所
在
地：
仁
箇

16
仁
箇
堤（
に
か
つ
つ
み
）

西
蒲
区

市
街
地
に
隣
接
し
、都
心
部
に
貴
重

な
自
然
環
境
を
残
す
潟
。遊
水
池
とし

て
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。周
辺
に

は
公
園
や
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

面
積：
約
15
8h
a 
 水
面
標
高：
ー
2.
5m

所
在
地：
鳥
屋
野
ほ
か

❻
鳥
屋
野
潟（
と
や
の
が
た
）

中
央
区

中
ノ
口
川
の
堤
防
が
、洪
水
時
に
破

堤
し
て
で
き
た
池
。地
元
で
は「
宮
池

（
み
や
い
け
）」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

面
積：
約
0.
7h
a  
 水
面
標
高：
0.
1m

所
在
地：
木
場
、金
巻

14
金
巻
の
池
/水
戸
際
池

　（
か
ね
まき
の
い
け
/み
とわ
い
け
） 

西
 区

新
潟
市
内
に
点
在
す
る
湖
沼「
潟
」に
関
わ
る
資
料
や
情
報
を
ま
と
め
た
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
す
。

U
R

L
 h

tt
p

:/
/w

w
w

.n
ii

g
a

ta
-s

a
to

ka
ta

.c
o

m
/

鳥
屋
野
潟
の
南
側
に
あ
る
潟
。鳥
屋

野
潟
で
風
雪
が
強
い
時
に
ハ
ク
チ
ョ

ウ
の
ね
ぐ
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
清
五

郎
」と
は
、か
つ
て
の
新
田
開
発
に
関

わ
っ
た
人
の
名
前
で
す
。

面
積：
約
2.
0h
a  
 水
面
標
高：
ー
2.
5m

所
在
地：
清
五
郎

❼
清
五
郎
潟（
せ
い
ご
ろう
が
た
）

中
央
区

角
田
山
の
麓（
ふ
も
と
）近
く
の
潟
。か

つ
て
は
農
業
の
か
ん
が
い
用
水
源
で

し
た
。自
然
が
楽
し
め
る
公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、豪
雨
時
に
は
雨
水
の
流

出
を
抑
え
る
調
整
池
と
な
り
ま
す
。

面
積：
約
11
ha
  水
面
標
高：
3.
5m

所
在
地：
松
野
尾

15
上
堰
潟（
う
わ
せ
き
が
た
）

西
蒲
区

東
池（
0.
3h
a）
、西
池（
0.
5h
a）
か
ら

成
る
砂
丘
上
の
池
。初
夏
に
は
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
い
ま
す
。こ
の
池
の
名

前
は
、水
生
植
物「
ジ
ュ
ン
サ
イ
」に
由

来
し
て
い
ま
す
。

面
積：
約
0.
8h
a  
 水
面
標
高：
ー
0.
3m

所
在
地：
松
園

❺
じゅ
んさ
い
池（
じゅ
んさ
い
い
け
）

数
多
く
の
伝
説
が
残
る
池
。池
の
名

前
は
、土
地
や
水
の
権
利
を
め
ぐ
り

争
わ
れ
た
所「
論
地（
ろ
ん
ち
）」
が
な

ま
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

面
積：
約
0.
3h
a  
 水
面
標
高：
2.
6m

所
在
地：
赤
塚
、中
権
寺

13
ド
ン
チ
池（
ど
ん
ち
い
け
）

西
 区東
 区

7
国
道

市
境

JR
線

上
越
新
幹
線

高
速
道
路

多
様
な
生
き
物
た
ち
が
生
育
・
生
息
す
る「
潟
」

潟
の
環
境
と
人
の
営
み
と
の
関
係

鎧
潟
で
使
用
さ
れ
て
い
た
漁
労・
狩
猟
用
具（
潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館
）

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

オ
ニ
バ
ス

ア
サ
ザ

ギ
ン
ブ
ナ

作
図：
井
上
信
夫
 新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
 協
力
研
究
員

水
辺
の
湿
性
林
と
ヨ
シ
群
落
が
あ
る

程
度
で
抽
水
植
物
も
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

堆
積
が
進
ん
で
、抽
水
植
物
、浮
葉

植
物
、沈
水
植
物
な
ど
が
進
出
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
深
が
浅
く
な
り
、陸
化
が
か
な
り
進

行
し
ま
す
。植
物
相
が
も
っ
と
も
多
様

な
段
階
で
す
。

陸
化
が
さ
ら
に
進
行
し
、最
終
的
に
は

草
原
に
な
り
ま
す
。

里
潟

さ
  と
  
か
  
た

古
く
か
ら
、潟
の
環
境
は
、人
が
潟
の
恵
み
を
享
受
す
る
こ
と
で
守
ら
れ
て
き
ま
し
た

人
と
自
然
が
相
互
に
関
わ
り
合
え
る「
里
潟
」の
価
値
と
魅
力
を
未
来
に
も
伝
え
よ
う

潟
に
関
す
る
情
報
や
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
主
な
新
潟
市
関
連
施
設

北
区
郷
土
博
物
館
 

新
潟
市
北
区
嘉
山
34
52
 

TE
L：
02
5-
38
6-
10
81

水
の
駅「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」 

新
潟
市
北
区
前
新
田
乙
49
3 

TE
L：
02
5-
38
7-
14
91

み
な
と
ぴ
あ（
新
潟
市
歴
史
博
物
館
） 
新
潟
市
中
央
区
柳
島
町
2-
10
 

TE
L：
02
5-
22
5-
61
11

江
南
区
郷
土
資
料
館
 

新
潟
市
江
南
区
茅
野
山
3-
1-
14
 
TE
L：
02
5-
38
3-
10
01

佐
潟
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
 

新
潟
市
西
区
赤
塚
54
04
-1
 

TE
L：
02
5-
26
4-
30
50

潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館
 

新
潟
市
西
蒲
区
三
方
92
 

TE
L：
02
56
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6-
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発
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新
潟
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昔
の
ヨ
シ
刈
り
の
様
子
　
北
区
郷
土
博
物
館
所
蔵

 
潟
に
は
陸
域
や
水
域
だ
け
で
な
く
、そ
の
境
界
と
な
る
移
行
帯
が
あ
り
、

例
え
ば
、水
上
に
茎
と
葉
を
伸
ば
す
抽
水（
ち
ゅ
う
す
い
）植
物
、葉
を
水

面
に
浮
か
べ
る
浮
葉（
ふ
よ
う
）植
物
、全
体
が
水
中
に
あ
り
、水
底
に
根

を
張
る
沈
水（
ち
ん
す
い
）植
物
な
ど
が
生
育
し
て
い
ま
す
。　

 
抽
水
植
物
群
落
は
野
鳥
の
す
み
か
や
営
巣
場
所
と
し
て
、ま
た
、浮
葉
・

沈
水
植
物
群
落
は
、野
鳥
だ
け
で
な
く
魚
類
や
両
生
類
、昆
虫
類
の
す
み

か
、え
さ
場
と
な
り
ま
す
。

　
多
様
な
植
物
が
す
み
分
け
て
い
る
こ
の
空
間
は
、多
く
の
生
き
物
た
ち

が
生
育
・
生
息
し
て
い
る
重
要
な
場
所
な
の
で
す
。

※
湿
性
遷
移（
し
っ
せ
い
せ
ん
い
）と
は

　
あ
る
場
所
に
生
育
・
生
息
す
る
生
物
種
集
団
が
、自
然
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
現
象
を「
遷
移（
せ
ん
い
）」
と
い
い
ま
す
が
、下
図
の
よ
う
に
、潟
や
湖
な
ど
水
の
あ
る
場
所
か

ら
始
ま
る
遷
移
を「
湿
性
遷
移（
し
っ
せ
い
せ
ん
い
）」
と
い
い
ま
す
。

　
潟
の
よ
う
な
広
い
水
辺
空
間
は
、風
や
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
土
砂
、潟
の
中
に
あ
る
動
植
物
の
遺
骸（
い
が
い
）な
ど
が
潟
の
底
に
堆
積
し
て
い
くと
、水
深
が
浅
く
な

り
、や
が
て
湿
原
、草
原
へ
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
の
中
頃
ま
で
、潟
端
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、フ
ナ
、ド
ジ
ョ
ウ
、ナ
マ
ズ
、コ
イ
な
ど
の

魚
、カ
モ
な
ど
の
鳥
、ハ
ス
や
ヒ
シ
な
ど
の
植
物
は
、重
要
な
食
糧
源
で
し
た
。

　
ま
た
、植
物
の
中
で
も
、ヨ
シ
は
屋
根
草
や
壁
の
下
地
、ヨ
シ
ズ
の
材
料
とし
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。人
々
が
ヨ
シ
を
刈
り
取
っ
て
い
た
こ
と
は
、ヨ
シ
が
吸
収
し
た
水
質
汚
濁
の
原

因
物
質
を
潟
の
外
へ
排
出
す
る
こ
と
に
な
り
、潟
の
水
質
浄
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

　
潟
底
の
土
は
、多
量
の
有
機
質
を
含
み
、肥
料
効
果
が
高
く
、稲
作
を
す
る
上
で
の
肥
料

や
苗
床
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。低
湿
地
の
干
拓
土
や
ア
ゼ
作
り
に
も
重
宝
し
た
そ
う
で

す
。こ
の
潟
底
の
土
を
か
き
揚
げ
る「
ド
ロ
揚
げ
」は
、潟
が
浅
く
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、湿
性
遷

移
※
を
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
現
在
、生
活
様
式
や
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、潟
に
対
す
る
人
々
の
直
接
的
な
関

わ
り
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、福
島
潟
の
ヨ
シ
焼
き
や
ヒ
シ
も
ぎ
、佐
潟
の
潟
普
請
や
ヨ
シ

刈
り
な
ど
、潟
環
境
の
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

越
後
平
野
の
水
辺
の
エ
コト
ー
ン
(移
行
帯
)

多
田
多
恵
子
・
田
中
肇
(2
01
0)
｢大
自
然
の
ふ
し
ぎ
 増
補
改
訂
 植
物
の
生
態
図
鑑
(学
習
研
究
社
)｣
よ
り
引
用
・
改
変

湿
地
林

抽
水
植
物

浮
葉
植
物

浮
遊
植
物

沈
水
植
物

湿
性
植
物




